
令和３年度事後評価実施結果報告書
（法務省３－(５)）

施策名 検察権行使を支える事務の適正な運営

（政策体系上の位置付け：Ⅱ－５－(2)）

施策の概要 検察活動が社会情勢の推移に即応して有効適切に行われるようにするため、検察運営の

全般にわたって改善を加え、検察機能のより一層の強化を図る。

達成すべき目標 捜査・公判活動等を通じて個人の権利と公共の秩序・安全を守るため

・サイバー犯罪 に対処するための職員の捜査・公判能力の向上を図る。*1

・犯罪被害者の保護・支援を行う職員の対応能力の向上を図る。

・国民に対する検察の業務等についての理解の促進を図る。

施策の予算額･ 区分 元年度 ２年度 ３年度※ ４年度※
執行額等

予 算 の 当初予算(a) 3,722,787 3,775,189 3,682,133 3,942,431
状況 (1,420,902) (2,200,002)
(千円)

補正予算(b) , 536,310 2,145,002 －426 249
(2,121,399)

繰越し等(c) , △95,691 △1,681,325175 399
(△2,120,149)

合計(a+b+c) , , 4,215,808 4,145,8104 324 435
(1,422,152)

執行額（千円） , , 4,058,642 3,977,2993 911 059
(1,420,495)

施策に関係す ○犯罪被害者等基本法 （平成16年法律第161号）第19条*2

る内閣の重要 ○第４次犯罪被害者等基本計画 （令和３年３月30日閣議決定）
*3

政策（施政方 Ｖ－第２－３－（１）－キ 職員等に対する研修の充実等

針演説等のう ○「世界一安全な日本」創造戦略 （平成25年12月10日閣議決定）*4

ち主なもの） Ⅲ－１－（２）－① 民間事業者等の知見を活用したサイバー犯罪・サイバー攻撃対処

能力の向上

※（）内について、令和３年度は内閣官房及びデジタル庁、令和４年度はデジタル庁に計上されている額。

測定指標 令和３年度目標 達成

１ サイバー犯罪に対処する捜査能力の充実 サイバー犯罪の捜査に当たる職員に対し、捜 おおむね

・強化 査手法や証拠保全・解析技術を習得させる研修 達成

を実施し、捜査・公判能力の向上を図る。

施策の進捗状況（実績）

パソコン、スマートフォン等に対するデジタルフォレンジックについての基礎的知識を理解させるとと

もに、電磁的記録証拠の収集、保全及び解析を適切に行うための基礎的技術を習得させ、デジタルフォレ

ンジックを活用した捜査・公判能力の養成を目的として、電磁的記録証拠の収集、保全及び解析の捜査に



5現に従事している検察事務官及びそれらの候補者を対象としたデジタルフォレンジック研修（中級編）*

を実施した。

同研修では、パソコン、スマートフォン等に対するデジタルフォレンジックの基礎的知識に関する講義

のほか、電磁的記録証拠の収集、保全及び解析等を適切に行うための委託業者等によるデジタルフォレン

ジック機器を使用した実習、警視庁捜査支援分析センター警察官による講義等を実施した。

さらに、パソコン、スマートフォン等に対するデジタルフォレンジックについての高度な知識を理解さ

せるとともに、電磁的記録に係る証拠の収集、保全及び解析を適切に行うための高度な技術を習得させ、

デジタルフォレンジックを活用した捜査・公判能力を向上させることを目的として、デジタルフォレンジ

ック研修（中級編）修了者等（検察事務官）を対象としたデジタルフォレンジック研修（上級編） を実
*6

施した。

同研修では、電磁的記録証拠の収集、保全及び解析を適切に行うための高度な技術の習得のため、パソ

コン、スマートフォン等の証拠保全、データ解析等の実習等を実施した。

なお、令和３年度は、新型コロナウイルス感染症（以下「コロナ」という ）の感染拡大の影響を受け。

つつも、地域の感染状況に応じて時期をずらすなどして予定どおり実施した。また、感染リスクを低減す

、 、 、 、る目的から 中級編については 令和２年度と同様 令和元年度の半数での実施を余儀なくされたところ

上級編については、受講希望者が多かったことから、十分な感染防止対策を講じた上で、令和２年度と比

べて約２倍以上の研修員数で実施した。

実績値

参考指標

29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度

１ デジタルフォレンジック研修Ⅰ 参加者 100.0 － － － －
*7

に対するアンケート調査結果（研修を理解 （60/60）

したとする回答者数／アンケート回答者

数 （％））

２ デジタルフォレンジック研修Ⅱ （スマ 100.0 － － － －
*8

ートフォン編）参加者に対するアンケート （50/50）

調査結果（研修を理解したとする回答者数

／アンケート回答者数 （％））

３ デジタルフォレンジック研修（中級編） － 100.0 100.0 100.0 96.6

参加者に対するアンケート調査結果（研修 (59/59） (60/60） （29 29） （28 29）/ /
を理解したとする回答者数／アンケート回

答者数 （％））

４ デジタルフォレンジック研修（上級編） － 93.1 100.0 100.0 96.7

参加者に対するアンケート調査結果（研修 (27/29） (16/16） （12 12） （29 30）/ /
を理解したとする回答者数／アンケート回

答者数 （％））

測定指標 令和３年度目標 達成

２ 研修参加者に対するアンケート調査結果 90以上 達成

（研修を理解したと回答した者の割合）

（％）



施策の進捗状況（実績）

犯罪被害者対応に必要な知識・技能を習得させる目的で、被害者支援担当者（被害者支援員 及び被害
*9

者支援を担当する検察事務官）を対象とした中央研修を実施した。

研修では、法務・検察における被害者施策やこれに関連する制度等の説明、臨床心理士による犯罪被害

者の心情等に関する講義及び犯罪被害者支援を行う専門家による関係機関と連携した被害者支援に関する

講義、各庁における被害者支援に関する活動の実情や問題点等についてのフリーディスカッション、最高

検察庁検察官による検察庁における被害者支援への取組に関する説明を行った。

実績値

参考指標

29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度

１ 被害者支援担当者中央研修参加者に対す 88.5 94.9 96.9 89.2 100.0

るアンケート調査結果（研修を理解したと （69/78） (75 79) (63 65) （58 65） （65 65）/ / / /
）（ ）する回答者数／アンケート回答者数 ％

※平成29年度ないし令和２年度につき 研、（

修を有意義とする回答者数／アンケート回

答者数）を記載。

測定指標 令和３年度目標 達成

３ 検察の機能や役割に関する広報活動の実 国民に対して幅広く検察活動の意義や役割を おおむね

施状況 理解してもらうため、地域に密着した効果的な 達成

広報活動を実施する。

施策の進捗状況（実績）

検察庁の組織や刑事手続の概要等を説明したパンフレットを利用し、これまでに培ったネットワークや

経験を活用して、全国の検察庁において広報活動を実施するとともに、外国政府職員や留学生等に対して

説明する際の一助となる統一的な資料として使用している英語版の検察庁広報用パンフレットを更新し

た。また、法教育の重要性が高まっていることから、教員研修や出前教室・移動教室等の教育の現場を対

象とした広報活動のほか、一般市民や企業等を対象とした講演会、説明会を行った。

なお、令和３年度も、コロナの感染拡大の影響を受け、参集型の広報活動を自粛せざるを得なかったと

ころ、代替的手段としてオンラインによる配信等の広報活動を行った。

また、地域の感染状況に応じて、十分な感染防止対策を講じた上で、職員の出身校等へ赴くなどの地域

に密着した広報活動を実施するなど、適時適切な方法で積極的に広報活動を実施した。

実績値

参考指標

29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度

１ 広報活動の実施回数（回） 1,104 1,231 1,105 252 566

（各行政機関共通区分）相当程度進展あり



目標達成度合い

の測定結果 （判断根拠）

測定指標１、２、３は、各達成すべき目標に照らし、全て主要なものであると

考えている。

測定指標２について、目標を達成することができた。

また、測定指標１、３について、いずれも目標をおおむね達成することができ

た。

したがって、本施策は「相当程度進展あり」と判断した。

評 施策の分析

価

結 （測定指標の目標達成度の補足）

果 【測定指標１】

令和３年11月８日から同月12日までの５日間及び同月29日から12月３日までの５日間、東京及び大

阪の２か所において 地方検察庁の検察事務官合計29名を対象としてデジタルフォレンジック研修 中、 （

級編）を実施し、令和４年１月17日から同月21日の５日間及び令和３年12月６日から同月10日までの

５日間、東京及び大阪の２か所において、地方検察庁の検察事務官合計30名を対象としてデジタルフ

ォレンジック研修（上級編）を実施した（別紙１－１参照 。）

デジタルフォレンジック研修（中級編）では、パソコン、スマートフォン等に対するデジタルフォ

レンジックについての基礎的知識の理解とデジタルフォレンジックを活用した捜査・公判能力の養成

、 、を目的として 東京地方検察庁職員によるデジタルフォレンジックの概要及びその意義に関する講義

デジタルフォレンジック機器を使用した委託業者による解析実習及び同庁職員による保全解析実習を

行ったほか、より高度化・複雑化していくデジタルフォレンジック技術・知識の習得を図るため、パ

ソコン・スマートフォンの実機を使った保全実務に関する講義及び実習、警察・検察におけるそれぞ

れのデジタルフォレンジック実務の現状等に関する講義を行った。

デジタルフォレンジック研修（上級編）では、パソコン、スマートフォン等に対するデジタルフォ

レンジックについての高度な知識の理解とデジタルフォレンジックを活用した高度な捜査・公判能力

の養成を目的として、解析の概要等に関する講義、初動対応及び証拠保全、アプリケーションデータ

解析実習等を行った。

上記研修終了後は、今後の研修カリキュラム等の策定に資するため、参加した研修員を対象とした

アンケートを実施した結果、59名全員（デジタルフォレンジック研修（中級編）29名、デジタルフォ

（ ） ） 、 （ ）レンジック研修 上級編 30名 から回答を得ることができ デジタルフォレンジック研修 中級編

「 」 「 」、の96.6パーセントの研修員から 概要について理解した 又は 実務に従事できる程度の理解を得た

デジタルフォレンジック研修（上級編）の96.7パーセントの研修員から「更に理解を深められた」又

は「これまでより高度なＤＦ業務を遂行できるくらいに理解を深められた」との回答を得た（別紙１

－２参照 。）

また、いずれの研修に対しても、有意義であったとの感想が相当数述べられていることから、上記

各研修により、サイバー犯罪に対処する職員の捜査・公判能力の向上を図るという目標をおおむね達

成したと評価できる。

【測定指標２】

、 、令和３年11月29日から同月30日までの２日間 全国の地方検察庁の被害者支援担当者65名を対象に

被害者支援担当者中央研修を実施した（別紙２－１参照 。）

令和３年度は、コロナの感染リスクを低減する目的から、テレビ会議システムを用いたリモート方

式により実施した。

同研修では、刑事局職員による法務・検察における犯罪被害者保護・支援に関する施策 について等

の説明、臨床心理士による犯罪被害者の心情等に関する講義及び犯罪被害者支援を行う専門家による

、最高検察庁検察官による検察庁における被害者支援の関係機関と連携した被害者支援に関する講義

組に関する 等がなされた。取 説明



なお、令和２年度実施した際のアンケート結果から、より実務に近い被害者対応を行っている関係

機関との連携に知見を有する専門家の講義を取り入れるなど、カリキュラムの見直しを行った。

、令和２年度に引き続き、研修員、刑事局職員との間で、各庁における被害者支援活動のそのほか

実情や問題点等について、研修員を３班に分けてフリーディスカッションを行った。

研修終了後には、今後の研修カリキュラム等の策定に資するため、参加した研修員全員を対象とし

たアンケートを実施し、65名全研修員から「概要について理解した」又は「実務にいかせる程度の理

解を得た」との 参照 研修全体に対しては 「被害回答を得た（別紙２－２及び２－３ 。その結果、） 、

者支援を行う上で必要なポイントについて、改めて確認することができた 「犯罪被害者の心情に。」、

配慮した犯罪被害者等支援の在り方、犯罪被害者等支援のため必要な知識及び技能の習得など犯罪被

害者等支援業務の重要性を再認識した 「実務に沿った具体的な内容を分かりやすく講義・説明し。」、

ていただいたので、内容を理解しやすかった 「他庁・外部機関における被害者支援の実情及び刑。」、

事局・最高検の取組状況等を共有する機会があることは、有意義であり重要であると思料する 」等。

の業務に資するとする回答が多く見られた。

以上のことから、同研修により、被害者支援担当者の対応能力を向上させるという目標を達成した

と評価できる。

【測定指標３】

検察庁の組織や刑事手続の概要等を説明したパンフレットを全国の検察庁に配布し、広報活動の際

広報啓発活動を通じて培った経験にはこれを利用することとした（別紙３－１参照 。また、過去の）

、 。 、やネットワークを活用して 職員の出身校等へ赴くなど地域に密着した広報活動を実施した さらに

に対して説明する際の一助となる統一的な資料として使用している英語版の外国政府職員や留学生等

検察庁広報用パンフレットを更新した（別紙３－２参照 。令和２年度から順次実施されている新学）

では、法の基本的な考え方、国民の司法参加の意義等についての学習内容が充実化され、習指導要領

学校教育の現場で法教育の重要性が高まっているところ、令和３年度においても引き続き、法教育の

趣旨を取り入れた広報活動を実施し 。た

これらの広報活動の実施回数は566回であり、活動への参加人数は合計16,921人であった（別 ３紙

－３参照 。実施回数は例年より大幅に減少しているが、これは、昨年度に引き続き、コロナの感染）

けたものであり、代替的手段による広報活動の実施等（上記の広報活動の実施回拡大による影響を受

数566回のうち、オンラインによる広報活動は77回である 、コロナ禍においても適時適切な方法に。）

より可能な限り広報活動の実施に努めた結果、昨年度の約２倍の実施回数となった。 前記のとまた、

おり、近年は法教育の趣旨を取り入れた広報活動も実施しており、主に学生、生徒を対象とした出前

教室及び移動教室は、実施回数287回、参加人数は10,597人であった。さらに、一般市民、企業等を

対象とした講演会、説明会については、実施回数が106回、参加人数は2,851人と、コロナ禍という事

情を考慮すると、一定数の広報活動が実施できた。

以上のことから、検察活動の意義や役割を国民に正しく理解してもらうため、地域に密着した効果

的な広報活動を実施するという目標をおおむね達成したと評価できる。

（達成手段の有効性、効率性等）

【測定指標１、２、３関係】

達成手段③「各種犯罪への対応」において実施しているデジタルフォレンジック研修（中級編）及

びデジタルフォレンジック研修（上級編）により、サイバー犯罪に対処する職員に対し、デジタルフ

ォレンジックに関する知識を理解させるとともに、電磁的記録証拠に関する収集、保全及び解析を適

切に行うための実践的技術等を習得させることは、サイバー犯罪に対処するための職員の捜査・公判

能力の向上を図るという目標に有効に寄与したといえる。

また、被害者支援担当者の育成については、被害者支援担当者の中央研修を実施することで、職員

の意識や対応能力の向上を図ることができ、検察における犯罪被害者の保護・支援に資することがで

きたほか、全国均一的な能力向上及び統一的な情報の共有を図ることができた。とりわけ、同研修に

おけるフリーディスカッションでは、各庁における実情や問題点等を議論することにより、各庁間の

情報共有が一層図られたことから、目標に対し効果的かつ効率的に寄与したといえる。



さらに、国民に検察の機能や役割を理解してもらうための広報活動については、捜査等への協力や

裁判員制度への理解を深める契機となり、検察権の適正な行使に一定の効果を上げていると考えられ

る。

（行政事業レビューの結果の活用状況）

本施策は、令和３年度行政事業レビューにおいて 「各経費について執行実績を踏まえた見直しを、

行い、経費の縮減を図るべきである 」との指摘を受けたところ、光熱水料について、執行実績を踏。

まえた見直しを行ったほか、物品の購入数量の見直し等を行うことにより、本施策にかかる令和４年

度予算概算要求額を前年度比約8,700万円削減し、効率的な施策の実施に努めている。

次期目標等への反映の方向性

【施策】

検察活動が社会情勢の推移に即応して有効適切に行われるよう、現在の目標を維持し、引き続き、

各取組を推進していく。

【測定指標１】

サイバー犯罪が年々増加傾向にある上、犯罪形態も複雑・巧妙化し、かつ、多様化しつつある状況

であるため、より効果的な捜査を実現するためにデジタルフォレンジック研修（中級編）及びデジタ

ルフォレンジック研修（上級編）の実施は大きな意義を有している。今後もサイバー犯罪に対処する

職員の捜査能力の向上を目的として、アンケート結果を踏まえ、カリキュラム等につき必要な変更や

工夫等を講じながら、引き続き上記各研修を実施していく。

【測定指標２】

心情国の施策として行われる犯罪被害者支援策は、全国で均質である必要があり、また、被害者の

被害者支援担当者 中等に配慮したきめ細やかな対応でなければならない。したがって、 を対象とした

アンケート結果を踏まえて、カリキュラム等につき必要な変更や工夫等を講じな央研修については、

引き続き同研修を実施していく。がら、

【測定指標３】

国民の安全な生活を守るための適正、迅速な検察活動を行うためには、検察の使命や検察活動の機

映し、コ能・役割に関する広報活動が重要であり、引き続き、国民から寄せられる意見・感想を反

ロナによる影響を踏まえ、オンラインでの広報を実施するなどして、広報活動の充実を図るほか、

学校教育や市民教育等において、幅広い層の国民に対して、法教育の趣旨を取り入れた広報活動を

行うなど、多様な広報活動を実施していく。

学識経験を有 １ 実施時期

する者の知見 令和４年７月21日

の活用 ２ 実施方法

会議

３ 意見等の概要

〔意見及び回答〕

「 （ ） 」別添 令和３年度法務省事後評価実施結果報告書 案 に対する質問・意見及び回答

番号５－１ないし５－３のとおり

政策評価を行 ○評価の過程で使用したアンケート調査等

、 （ ）、う過程におい デジタルフォレンジック研修Ⅰ デジタルフォレンジック研修Ⅱ スマートフォン編

て使用した資 デジタルフォレンジック研修（中級編 、デジタルフォレンジック研修（上級編）及び被）



1 「サイバー犯罪」*
コンピュータウイルスによる攻撃やコンピュータネットワークを悪用した犯罪などを総称したもの。

2 「犯罪被害者等基本法（平成16年法律第161号 」* ）

（保護、捜査、公判等の過程における配慮等）

第19条 国及び地方公共団体は、犯罪被害者等の保護、その被害に係る刑事事件の捜査又は公判等の過

程において、名誉又は生活の平穏その他犯罪被害者等の人権に十分な配慮がなされ、犯罪被害者等の

負担が軽減されるよう、犯罪被害者等の心身の状況、その置かれている環境等に関する理解を深める

ための訓練及び啓発、専門的知識又は技能を有する職員の配置、必要な施設の整備等必要な施策を講

ずるものとする。

3 「第４次犯罪被害者等基本計画（令和３年３月30日閣議決定 」* ）

Ｖ－第２－３－（１）－キ 職員等に対する研修の充実等

法務省において、二次的被害の防止の重要性も踏まえ、検察官及び検察事務官に対する各種研修の機会

における「犯罪被害者支援」等のテーマによる講義の実施、犯罪被害者等早期援助団体への検察官の派遣、

矯正施設職員に対する犯罪被害者団体等の関係者を招いた講義等の実施、更生保護官署職員に対する犯罪

被害者等支援の実務家による講義等の実施、全国の地方検察庁に配置されている被害者支援員を対象とし

た研修における犯罪被害者等に関する諸問題についての講義等の実施等、職員の犯罪被害者等への適切な

対応を確実にするための教育・研修等の充実を図り、職員の対応の向上に努める。

4 「 世界一安全な日本」創造戦略（平成25年12月10日閣議決定 」* 「 ）

Ⅲ－１－（２）－① 民間事業者等の知見を活用したサイバー犯罪・サイバー攻撃対処能力の向上

サイバー空間の脅威の複雑・巧妙化や技術的潮流の著しい変化に的確に対応するため、民間事業者等の

優れた知見を活用したTor（The Onion Router) 等の高度匿名化技術を始めとする最先端の情報通信技術*10

に関する研究の実施、サイバー空間の脅威を模擬実習できる環境の構築、サイバー犯罪・サイバー攻撃対

策に専従する警察職員の専門的知識・技能の向上を図る研修・訓練の実施、民間企業への講義の委託、海

外の大学等への捜査員の派遣、技術的に高度な情報セキュリティに係る民間資格取得のためのトレーニン

グの実施等により、捜査員のサイバー犯罪・サイバー攻撃の捜査能力の向上とともに、捜査機関の技術力

の強化を図る。

5 「デジタルフォレンジック研修（中級編 」* ）

パソコン、スマートフォン等に対するデジタルフォレンジックについての基礎的知識を理解させるとと

もに、電磁的記録証拠の収集、保全及び解析を適切に行うための基礎的技術の習得、デジタルフォレンジ

ックを活用した捜査能力の向上を目的として、検察事務官を対象に平成30年度から実施している。平成29

年度まで実施していた「デジタルフォレンジック研修Ⅰ」及び「デジタルフォレンジック研修Ⅱ（スマー

トフォン編 」を整理し 「デジタルフォレンジック研修（中級編 」及び「デジタルフォレンジック研修） 、 ）

料その他の情 害者支援担当者中央研修に関するアンケート調査結果並びに全国の検察庁における広報活

報 動の実施回数及び参加人数の集計データは、刑事局総務課において保管している。

備考 【行政事業レビュー点検結果の令和５年度予算概算要求への反映内容】

、 、検察庁における司法修習の実施について 修習教材の印刷部数の見直しを行う等して

経費の縮減を図った。

また、各種犯罪への対応については、通信料について、執行実績を踏まえた見直しを

行う等して、経費の縮減を図った。

担当部局名 刑事局総務課企画調査室 政策評価実施時期 令和４年８月



6 「デジタルフォレンジック研修（上級編 」* ）

パソコン、スマートフォン等に対するデジタルフォレンジックについて高度な知識を理解させるととも

に、電磁的記録に係る証拠の収集、保全及び解析を適切に行うための高度な技術の習得、デジタルフォレ

ンジックを活用した捜査能力の向上を目的として、検察事務官を対象に平成30年度から実施している。研

修体系の整理については、 5「デジタルフォレンジック（中級編 」のとおり。* ）

7 「デジタルフォレンジック研修Ⅰ」*
刑事事件におけるデジタルフォレンジックについての基礎的知識を理解するとともに、証拠である電磁

的記録の収集、保全及び解析等を適切に行うための実践的技術等を習得させることにより、捜査能力を向

上させることを目的として、平成24年度から実施し、研修体系の整理に伴い、平成27年度から、名称を

「デジタルフォレンジック研修Ⅰ」と変更し、対象を検察事務官として平成29年度まで実施した。

8 「デジタルフォレンジック研修Ⅱ（スマートフォン編 」* ）

対象をスマートフォンに特化したデジタルフォレンジックについての基礎的知識の理解と、証拠である

電磁的記録の収集、保全及び解析を適切に行うための基礎的技術の習得、デジタルフォレンジックを活用

した捜査能力の向上を目的として、検察事務官を対象に平成26年度から実施し、平成26年度は「スマート

フォンフォレンジック研修」として実施したが、研修体系の整理に伴い、平成27年度から「デジタルフォ

レンジック研修Ⅱ(スマートフォン編)」と名称変更し、平成29年度まで実施した。

9 「被害者支援員」*
全国の地方検察庁に配置され、犯罪被害者からの様々な相談への対応、法廷への案内・付添い、事件記

録の閲覧、証拠品の返還等の各種手続の手助けをするほか、被害者の状況に応じて、精神面、生活面、経

済面等の支援を行っている関係機関や団体等を紹介するといった支援活動を行う職員。

*10 「Tor（The Onion Router 」）

インターネット上で接続経路を匿名化して通信を行う技術の一つ。

Torは、無作為に選ばれた複数の中継ノード（通信ネットワークにおいて通信を中継するコンピュータ

などの機器のこと）を経由して宛先との通信を行うが、中継ノード上にログを残す機能がない、出口以外

の通信路が暗号化される、一定時間ごとに通信経路も変更されるなどの特徴により、発信者の特定は困難

になっている。

（上級編 」とした。）

なお、ここでいう「デジタルフォレンジック」とは、犯罪捜査において、コンピュータやスマートフォ

ンなどの電磁的記録媒体に対して証拠となる電磁的証拠の収集・保全・解析を行い、法的に利用する技術

や手法のことをいう。



【東京】R３ＤＦ研修（中級編）日程表 １１月８～１２日（東京）

時限
10:45～
11:00

14:00～15:00

内容

研修目
的・
スケ

ジュール
説明等

講義　「捜査・公判にお
けるＤＦの意義」

担当 検察官

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限 14:00～15:00

内容

スマートフォン保全・解
析実習Ⅱ

（UFEDを使用したス
マートフォン保全手法）

担当 DFセンター

場所

時限 14:00～15:00

内容
スマートフォン保全・解

析実習Ⅱ

担当 DFセンター

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限 14:00～15:00

内容
スマートフォン保全・解

析実習Ⅱ

担当 DFセンター

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

11/8
(月)

11:00～13:00

昼
休
み

休
憩

15:10～16:30

休
憩

16:40～19:15

講義「ＤＦのためのコンピュータ基礎」
講義　「特捜部にお

けるDF」
講義　「押収時の留意事項」

ＤＦセンター 東京地検特捜部ＤＦ班 DFセンター

最高検大会議室

DFセンター DFセンター DFセンター

ＤＦセンター ＤＦセンター

東京地検１５３４号室

10:30～13:00

昼
休
み

休
憩

15:10～18:00

コンピュータ解析実習
FinalForensicsを使用した解析手法

委託業者

共用会議室４（１４階）

Ｂ班
（５名）

10:30～13:00

昼
休
み

14:00～16:50

スマートフォン保全・解析実習Ⅰ
（スマートフォン押収概要・UFEDを使用した保全手

法）

スマートフォン保全・解析実習Ⅲ
（ＵＦＥＤを使用したスマートフォン解析

手法）
スマートフォン解析演習

休
憩

17:00～18:00

休
憩

18:15～19:15

保全実習Ⅰ
（保全概要，FTKImagerを使用した保全手法）

保全実習Ⅱ
（PCからHDDを取り出す保全手法，

Windows to Goを使用した保全手法））

保全実習Ⅲ
（FTKImagerを使用した

閲覧手法）
保全演習

ＤＦセンター ＤＦセンター

東京地検１４０６号室

11/10
（水）

Ａ班
（５名）

10:30～13:00
昼
休
み

休
憩

15:10～18:00

休
憩

18:15～19:15

B班
（５名）

Ｃ班
（５名）

Ｃ班
（５名）

10:30～13:00

昼
休
み

14:00～16:50

休
憩

17:00～18:00

休
憩

18:15～19:15

休
憩

18:15～19:15

11/9
(火)

Ａ班
（５名）

10:30～19:15

スマートフォン保全・解析実習Ⅰ スマートフォン保全・解析実習Ⅲ スマートフォン解析演習

DFセンター DFセンター DFセンター

東京地検１４０６号室

10:30～19:15

コンピュータ解析実習

保全実習Ⅰ 保全実習Ⅱ 保全実習Ⅲ 保全演習

ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター

委託業者

最高検大会議室

東京地検１５３４号室

11/11
（木）

Ａ班
（５名）

10:30～13:00 昼
休
み

14:00～16:50
休
憩

17:00～18:00
休
憩

18:15～19:15

保全実習Ⅰ 保全実習Ⅱ 保全実習Ⅲ 保全演習

ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター

東京地検１５３４号室

B班
（５名）

10:30～13:00
昼
休
み

休
憩

15:10～18:00

休
憩

18:15～19:15

スマートフォン保全・解析実習Ⅰ スマートフォン保全・解析実習Ⅲ スマートフォン解析演習

DFセンター DFセンター DFセンター

東京地検１４０６号室

Ｃ班
（５名）

10:30～19:15

コンピュータ解析実習

委託業者

最高検大会議室

11/12
（金）

昼
休
み

10:30～12:00

講義　「検察官から見たＤＦ実務」

検察官

13:00～14:30

講義　「警察におけるＤＦ」

警視庁

14:40～16:00

質疑応答又は理解度
チェック

DFセンター

最高検大会議室

Administrator
タイプライターテキスト
別紙１－１




【大阪】R３ＤＦ研修（中級編）日程表 １１月２９～１２月３日（大阪）

時限
9:45～
10:00

13:00～14:00

内容

研修目
的・
スケ

ジュール
説明等

講義　「捜査・公判にお
けるＤＦの意義」

担当 検察官

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限 13:00～14:00

内容

スマートフォン保全・解
析実習Ⅱ

（UFEDを使用したス
マートフォン保全手法）

担当 DFセンター

場所

時限 13:00～14:00

内容
スマートフォン保全・解

析実習Ⅱ

担当 DFセンター

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限 13:00～14:00

内容
スマートフォン保全・解

析実習Ⅱ

担当 DFセンター

場所

時限

内容

担当

場所

時限 11:10～12:40

内容
講義　「検察官から見

たDF実務」

担当 検察官

場所

12/3
（金）

9:30～11:00

昼
休
み

13:40～15:00

講義　「警察におけるＤＦ」 質疑応答又は理解度チェック

大阪府警 ＤＦセンター

大阪：４階教室　0406号室

17:15～18:15

スマートフォン保全・解析実習Ⅰ スマートフォン保全・解析実習Ⅲ スマートフォン解析演習

DFセンター DFセンター DFセンター

大阪：４階ＤＦ研修室

Ｃ班
（５名）

9:30～18:15

コンピュータ解析実習

委託業者

大阪：４階教室　0406号室

12/2
（木）

Ａ班
（４名）

9:30～12:00 昼
休
み

13:00～15:50
休
憩

16:00～17:00
休
憩

17:15～18:15

保全実習Ⅰ 保全実習Ⅱ 保全実習Ⅲ 保全演習

ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター

大阪：4階ゼミナール室２　0405号室

B班
（５名）

9:30～12:00
昼
休
み

休
憩

14:１0～17:00

休
憩

スマートフォン保全・解析実習Ⅰ スマートフォン保全・解析実習Ⅲ スマートフォン解析演習

DFセンター DFセンター DFセンター

大阪：４階ＤＦ研修室

9:30～18:15

コンピュータ解析実習

保全実習Ⅰ 保全実習Ⅱ 保全実習Ⅲ 保全演習

ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター

委託業者

大阪：４階教室　0406号室

大阪：4階ゼミナール室２　0405号室

大阪：４階ＤＦ研修室

12/1
（水）

Ａ班
（４名）

9:30～12:00
昼
休
み

休
憩

14:１0～17:00

休
憩

17:15～18:15

B班
（５名）

Ｃ班
（５名）

Ｃ班
（５名）

9:30～12:00

昼
休
み

13:00～15:50

休
憩

16:00～17:00

休
憩

17:15～18:15

休
憩

17:15～18:15

11/30
(火)

Ａ班
（４名）

9:30～18:15

コンピュータ解析実習
FinalForensicsを使用した解析手法

委託業者

大阪：４階教室　0406号室

Ｂ班
（５名）

9:30～12:00

昼
休
み

13:00～15:50

スマートフォン保全・解析実習Ⅰ
（スマートフォン押収概要・UFEDを使用した保全手

法）

スマートフォン保全・解析実習Ⅲ
（ＵＦＥＤを使用したスマートフォン解析

手法）
スマートフォン解析演習

休
憩

16:00～17:00

休
憩

17:15～18:15

保全実習Ⅰ
（保全概要，FTKImagerを使用した保全手法）

保全実習Ⅱ
（PCからHDDを取り出す保全手法，

Windows to Goを使用した保全手法））

保全実習Ⅲ
（FTKImagerを使用した

閲覧手法）
保全演習

ＤＦセンター ＤＦセンター

DFセンター DFセンター DFセンター

ＤＦセンター ＤＦセンター

大阪：4階ゼミナール室２　0405号室

9:30～12:00

昼
休
み

休
憩

14:１0～17:00

11/29
(月)

10:00～12:00

昼
休
み

休
憩

14:10～15:30

休
憩

15:40～18:15

講義「ＤＦのためのコンピュータ基礎」
講義　「特捜部にお

けるDF」
講義　「押収時の留意事項」

ＤＦセンター 大阪地検特捜部ＤＦ班 DFセンター

大阪：４階教室　0406号室

Administrator
タイプライターテキスト
別紙１－１




Ｒ３ＤＦ研修（上級編）日程表（東京開催）

東京：令和４年１月１７日～２１日

時限 10:10～10:25 10:30～12:30

内容
研修目的・

スケジュール説明等
講義「警察における
DF」

担当 ＤＦセンター 警察庁情報技術解析課

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限 13:30～15:00

内容
質疑応答
意見交換

担当 ＤＦセンター

場所

1/17
（月）

昼
休
み

休
憩

15:45～18:45

押収（上級）Ⅰ

ＤＦセンター

最高検大会議室

13:30～15:30

講義
「DF捜査における法律的な問題点・サイ
バー犯罪に関する最新の知見の共有」

最高検（JPEC）

15:45～18:45

押収（上級）Ⅱ 押収（上級）Ⅲ 保全（上級）

ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター

10:00～12:30

昼
休
み

13:30～15:30

休
憩

13:30～15:30

休
憩

15:45～18:45

スマートフォン保全・解析(上級）Ⅰ スマートフォン保全・解析(上級）Ⅱ スマートフォン保全・解析(上級）Ⅲ

ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター

10:00～12:30

昼
休
み

東京地検１４０６号室

1/19
（水）

Ａ班

10:00～12:30

昼
休
み

13:30～15:30

休
憩

15:45～18:45

Ｂ班

13:30～15:30

1/18
(火)

Ａ班

東京地検１５３４号室

Ｂ班

ＤＦセンター ＤＦセンター

スマートフォン保全・解析(上級）Ⅰ スマートフォン保全・解析(上級）Ⅱ スマートフォン保全・解析(上級）Ⅲ

ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター

東京地検１４０６号室

10:00～12:30

昼
休
み

休
憩

15:45～18:45

押収（上級）Ⅱ 押収（上級）Ⅲ 保全(上級）

ＤＦセンター

東京地検１５３４号室

1/20
（木）

10:00～12:30

昼
休
み

13:30～15:30

休
憩

15:45～18:45

コンピュータ解析（上級）Ⅰ コンピュータ解析（上級）Ⅱ コンピュータ解析（上級）Ⅲ

ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター

共用会議室４（１４階）

1/21
（金）

10:00～12:30

昼
休
み

コンピュータ解析（上級）Ⅳ

ＤＦセンター

最高検大会議室

Administrator
タイプライターテキスト
別紙１－１


Administrator
タイプライターテキスト





Ｒ３ＤＦ研修（上級編）日程表（大阪開催）

大阪：令和３年１２月６日～１０日

時限 9:40～9:55 10:00～12:00

内容
研修目的・

スケジュール説明等
講義「警察における
DF」

担当 ＤＦセンター 近畿管区警察局

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限

内容

担当

場所

時限 13:00～14:30

内容
質疑応答
意見交換

担当 ＤＦセンター

場所

12/8
（水）

12/7
(火)

ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター

大阪：４階教室　０４０６号室

12/10
（金）

9:30～12:00

昼
休
み

コンピュータ解析（上級）Ⅳ

ＤＦセンター

大阪：４階　０４０６号室

12/9
（木）

9:30～12:00

昼
休
み

13:00～15:00

休
憩

15:15～18:15

コンピュータ解析（上級）Ⅰ コンピュータ解析（上級）Ⅱ コンピュータ解析（上級）Ⅲ

スマートフォン保全・解析(上級）Ⅰ スマートフォン保全・解析(上級）Ⅱ スマートフォン保全・解析(上級）Ⅲ

ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター

大阪：４階教室　０４０６号室

9:30～12:00

昼
休
み

13:00～15:00

休
憩

15:15～18:15

大阪：４階教室　０４０６号室

15:15～18:15

押収（上級）Ⅱ 押収（上級）Ⅲ 保全（上級）

ＤＦセンター ＤＦセンター ＤＦセンター

9:30～12:00

昼
休
み

13:00～15:00

休
憩

12/6
(月)

昼
休
み

休
憩

15:15～18:15

押収（上級）Ⅰ

ＤＦセンター

大阪：４階教室　０４０６号室

13:00～15:00

講義
「DF捜査における法律的な問題点・サイ
バー犯罪に関する最新の知見の共有」

最高検（JPEC）

Administrator
タイプライターテキスト
別紙１－１




別紙１－２

令和元年度 令和２年度 令和３年度

100.0% 100.0% 96.6%

研修を理解したとする回答数 60 29 28

参　加　人　数 60 29 29

＜アンケート回答内容＞

※「研修を理解した」とは，下記アンケート回答内容における回答内容欄の①と②の割合を合算したもの。

○取組内容①２
　デジタルフォレンジック研修（中級編）参加者に対するアンケート調査結果

指　　標

研修を理解したとする回答の割合

58.6②概要について理解した

研修全般の内容について

割合（％）回答内容

①実務に従事できる程度の理解を得た

⑤無回答 0.0

0.0④その他意見

0

0

※上記アンケート回答内容一覧の「割合」については，小数点第２位を四捨五入した数値を記載しています。

37.9

③理解できなかった

回答人数（人）

1

17

11

3.4



別紙１－２

令和元年度 令和２年度 令和３年度

100.0% 100.0% 96.7%

研修を理解したとする回答数 16 12 29

参　加　人　数 16 12 30

＜アンケート回答内容＞

※「研修を理解した」とは，下記アンケート回答内容における回答内容欄の①と②の割合を合算
したもの。

○取組内容①３
デジタルフォレンジック研修（上級編）参加者に対するアンケート調査結果

指　　標

研修を理解したとする回答の割合

90.0②更に理解を深められた

研修全般の内容について

割合（％）回答内容

①これまでより高度なＤＦ業務を遂行
できるくらいに理解を深められた

⑤無回答 0.0

0.0④その他の意見

0

0

※上記アンケート回答内容一覧の「割合」については，小数点第２位を四捨五入した数値を記載していま
す。

6.7

③あまり理解を深められなかった

回答人数（人）

1

27

2

3.3



別紙２－１

時　　　間 実　　施　　内　　容

１３：００ 　　事務連絡

１３：１０　～　１３：２５ 　　開始式

１３：３０　～　１４：３０ 　　講義①（犯罪被害者の心情に配慮した支援について）

　　臨床心理士

１４：３０　～　１４：４０ 　　休　憩

１４：４０　～　１５：１０ 　　刑事局説明

　　刑事局付

１５：１０　～　１５：４０ 　　最高検察庁説明

　　検察官

１５：４０　～　１５：５０ 　　休　憩

１５：５０　～　１６：５０ 　　講　義②（関係機関と連携した被害者支援について）

　　専門家

１６：５０　～　１７：００ 　　事務連絡等

被害者支援担当者中央研修日程

令和３年１１月２９日（月）



時　　　間 実　　施　　内　　容

９：５５ 　　事務連絡

１１：３０～１３：２５ 　　休憩

１３：２５～１３：３０ 　　事務連絡

１５：００～１５：１０ 　　休憩

１５：１０～１５：１５ 　　事務連絡

１０：００　～　１１：３０ 　　フリーディスカッション①（２０庁程度）

　　フリーディスカッション②（２０庁程度）１３：３０～１５：００

１５：１５～１６：４５ 　　フリーディスカッション③（２０庁程度）

被害者支援担当者中央研修日程

令和３年１１月３０日（火）



別紙２－２

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

94.9% 93.6% 88.5% 94.9% 96.9% 89.2% 100.0%

研修を理解したと回答数 75 73 69 75 63 58 65

参　加　人　数 79 78 78 79 65 65 65

＜アンケート回答内容＞

回答人数 割合

40 61.5％

25 38.5％

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

※上記アンケート回答内容一覧の「割合」については，小数点第２位を四捨五入した数値を記載しています。

○取組内容②
　被害者支援担当者中央研修参加者に対するアンケート調査

指　　標

研修を理解したと回答の割合
※平成27年度ないし令和２年度につ
いては、有意義とする回答の割合

概要について理解した

回答内容 主な感想

理解できなかった

不提出

無回答

実務にいかせる程度の理解
を得た

研修全般の内容について

・被害者支援を行う上で必要なポイントについて、改めて確
認することができました。
・実務に沿った具体的な内容を分かりやすく講義・説明して
いただいたので、内容を理解しやすかった。
・他庁での取り組み状況等が分かり、自庁で活用できる事
案、方法を発見できた。
・他庁・外部機関における被害者支援の実情及び刑事局・最
高検の取組状況等を共有する機会があることは、有意義であ
り重要であると思料する。
・被害者の心情に配慮した声がけ等具体的に例を挙げてご講
義いただいたので、参考になりました。

・研修全体を通じて、支援業務を行う上である程度の知識は
身についたと思います。
・概要は十分理解できたが、都道府県により実情が違うこと
から、全てが実務にいかせるかは難しいところである。
・首都圏における自治体と地方の自治体で取り組み状況にバ
ラツキがあることがよく分かった。



　　　別紙２－３

回答人数　65人

回答内容 回答人数 割合

１．研修全体

集合が良い 17 26.2%

テレビ会議システムで差支えない 48 73.8%

無回答 0 0.0%

長い 1 1.5%

適当 58 89.2%

短い 6 9.2%

無回答 0 0.0%

実務にいかせる程度の理解を得た 40 61.5%

概要について理解した 25 38.5%

理解できなかった 0 0.0%

無回答 0 0.0%

主な理由

本年度から被害者支援担当となったが，犯罪被害者の心情に配慮した犯罪被
害者等支援の在り方，犯罪被害者等支援のため必要な知識及び技能の習得
など犯罪被害者等支援業務の重要性を再認識した。

被害者に対する支援について，自分なりに理解していたが，本研修を受講した
ことで更に理解することができ有意義であった。

他庁において実施している支援内容の一部について，当庁では行っていない
支援内容がありましたので，今後，当庁において支援を実施する際の参考と
なった。

講義については，各担当者の立ち位置が違う分，支援の在り方もいろいろです
が，パワポ等利用してわかりやすくていねいにまとめていただいたのでとてもわ
かりやすかったです。また，発表も短時間でうまくまとめていただいたので，とて
も聞きやすかったです。

心構え及び普段の準備を大切にすることを学びました。

研修時間

（「実務にいかせる程度の理解を得た」回答）

被害者支援を行う上で必要なポイントについて，改めて確認することができまし
た。

日常の相談者（被害者）に対する発問を，更に工夫すべきであると感じた。

改めて被害者保護に関する施策の説明を受け，理解度を再認識することがで
きた。

私は，今年の４月から支援員をしており，直接支援としては電話相談対応及び
裁判所への付添い等を行っておりますが，その際は相手との会話には十分注
意していましたが，改めて，さらに分かり易い言葉を選んで話す必要があること
を再認識し，実践します。

研修の理解度

被害者の心理・心情を理解し，寄り添う姿勢で対応することが重要であることを
改めて認識した。今後，より一層心がけていきたい。

令和3年度被害者支援担当者中央研修アンケート集計結果

質問項目

実施方法

他庁での取り組み状況等が分かり，自庁で活用できる事案， 方法を発見でき
た。

被害者支援立法の経緯等について，初めて系統立てて説明を受けることがで
きました。講師の臨床心理士の「被害者に対する話し方」「被害者が望んでいな
いことに無理強いをしていないか」等について改めて留意する認識を得られた
ことなど。

実務に沿った具体的な内容を分かりやすく講義・説明していただいたので，内
容を理解しやすかった。



被害者支援関連の例規が多数出ているので，今後，今まで以上に理解し，実
践に役立てます。

（「概要について理解した」回答）

他庁の実情がよく理解・把握できましたし，被害者等に接する際の心構えにつ
き，改めて考えさせられる良い機会となりました。

今後の被害者支援活動に
活用できること

外部講師からの講義で，被害者の心理面や，被害者それぞれに対応の仕方も
異なってくるということなどをご教示していただき，今後の支援活動を行っていく
上でとても活用できると思った。

被害者支援員として，被害者の心情を十分に理解する必要性については分
かったが，心情を理解するに当たりその方策等について，具体的な事例があれ
ばその説明を受けたい。

首都圏における自治体と地方の自治体で取り組み状況にバラツキがあること
がよく分かった。

被害者の心情に配慮した声がけ等具体的に例を挙げて御講義いただいたので
参考になりました。

特に，臨床心理士の講義は，普段，被害者等と接する際のお手本となる内容で
あり，実務にいかせる程度の理解を得たと思う。

これまでの制度の流れや新たな制度及び犯罪被害者心情について習得でき
た。

やはり知らない知識を習得できるよい機会であると思います。

被害者等の心理，心情が少しだけ理解できたので，今後の被害者対応の際に
役立てたい。

講義，説明ともに所定時間内に，偏りがないバランスのとれた内容であり，支援
業務遂行に当たり，自己の知識及び認識不足等を自覚することができ，今後の
励みになった。

研修全体を通じて，支援業務を行う上である程度の知識は身についたと思いま
す。

講義及び説明については，今後，関連する業務に就いた場合に有益であると
思ったほか，フリーディスカッションの内容では他庁での取扱いを知ることにより
参考とすべき点があったため。

講義等の資料を回覧するなどして他の支援員に教示できることがありがたい。

公費支出制度について，ハウスクリーニング等これまで知らなかった項目があ
りましたので，必要に応じて被害者等にお伝えできるのではないかと思います。

給付金制度や二次的被害，支援業務の経験談については，電話や面談での対
応に役立つと思います。

当庁で取り扱っていない点について，前向きに検討することができた。

関係機関との連携，公判の代理傍聴など今後検討すべき課題だと思われる。

他庁・外部機関における被害者支援の実情及び刑事局・最高検の取組状況等
を共有する機会があることは，有意義であり重要であると思料する。

研修を通じ，犯罪被害者等支援についての理解を深めて，犯罪被害者の心情
に配慮した被害者等支援の重要性を再認識し，今後の犯罪被害者等支援業務
に生かしたい。



他庁の取組等を参考に，当庁において有益と思えるものを取り入れるよう検討
したいと思います。

研修内容をまとめた資料等について，被害者支援担当者及び経験の浅い若手
職員等において共有するなどして活用したい。

今回の研修の内容を経験の浅い立会事務官等にもフィードバックし活用させて
いただきます。

検察庁内での被害者の情報共有の在り方，多機関連携の在り方について，当
庁の今後の被害者支援業務に活用できると考えます。

概ね，現状の支援活動を継続することになると思われるが，特異事例などが発
生した際，他庁における事例を参考にして対応しようと思う。

今後，性犯罪被害者等と直接接する機会があった際は，被害者の精神的な痛
みなどを十分考慮し，被害者の心情に配慮した対応が重要であると思いまし
た。

改めて被害者の心情に配慮した対応に活用したいです。

声かけのいいいこと悪いことが区別できたと思います。

臨床心理士から犯罪被害者の心理を踏まえた対応等について講義があった
が，被害後の精神的な影響について詳しい説明があり，今後の被害者支援活
動を行うに際しての参考となった。

若手事務官や司法修習生等に対する講義の際に参考としたい。

他庁の被害者支援の取組が大変参考になり，今後に支援活動に活用できると
思います。

他庁の他機関，庁内他部署の担当者と連携した滞りのない手厚い支援事例等
を参考にしたいと思います。

フリーディスカッションで触れた他庁の取組については，一部，当庁で取り入れ
られる点がありそうなので，今年度以降の取組とすることについて検討を始め
たい。

講義の内容については今後の心がけとして，警察の取組については知識とし
て，他庁の取組については今後の活動の参考として，それぞれ活用していきた
い。
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　The Prosecution Service is entrusted with the 
responsibility to discover the truth and apply 
criminal laws properly and promptly in each case, 
while respecting fundamental human rights, with 
our indissoluble mottoes of "uncompromising 
pursuit of justice and impartiality" and "neutrality 
and independence".
　We believe we can make a significant contribution 
to the security of legal order and to the establishment 
of a safe and secure society by fulfilling such 
responsibility.
　In the current times, information and communication 
technology has developed remarkably and crime has 
become borderless. However, we have continued our 
efforts to be able to appropriately adapt to the changing 
times by acquiring professional skills and knowledge 
as well as putting effort into international affairs. 
　We are also promoting measures to provide 
necessary support to crime victims, as well as 
measures to prevent recidivism by offenders and to 
reintegrate them into society.
　All staff from the prosecutors off ices have 
fulfilled their duties with fairness and sincerity, and 
with passion and deep recognition of their duty.

Prosecutor-General 

HAYASHI Makoto

message
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　The role of the Public Prosecutors Office is to determine what really happened in a certain 
criminal case through proper investigation procedures. If the office finds any person who ought to 
be rightly punished, its role is to prosecute such a person and to perform trial activities (lawsuits) 
to facilitate the imposition of a criminal’s punishment corresponding to the committed crime.
　At the Public Prosecutors Office, Public Prosecutors and their assistant officers perform 
their duties, taking pride that they are realizing social justice and maintaining legal order as the 
foundation of citizens’ active society and economy.

The role of the Public Prosecutors Office

Public prosecutor
　A Public Prosecutor investigates the cases sent by the 
police and decides whether the case should be prosecuted 
in court.
　In addition, a Public Prosecutor attends trials for 
prosecuted cases and proves that the accused (prosecuted 
person) has committed a crime. Then, he/she expresses 
his/her opinion to the court about the type of punishment 
that should be imposed on the accused. After the final 
judgment of conviction, he/she gives directions for the 
execution of the punishment. 
　As the representative of public interest, he/she further 
per forms the paper work specified under laws and 
regulations.
　Public prosecutors consist of Prosecutor-General, Deputy 
Prosecutor-General, Superintending Prosecutors, Public 
Prosecutors, and Assistant Public Prosecutors.

(Badge of the public prosecutor)

Public prosecutor’s assistant officer
　Public prosecutor’s assistant of ficers are involved 
in investigation and court proceedings activities by 
giving assistance to or receiving direction from public 
prosecutors. They are posted to various divisions: the 
investigation and court proceeding division in charge of 
investigating criminal offenses and making an arrest with a 
warrant of arrest as an investigator; the prosecution affairs 
division in charge of clerical work such as levying fines; 
and the secretariat division in charge of general affairs and 
accounting.

(Badge of the public
prosecutor’s assistant officer)
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　The Public Prosecutors Offices consist of four types of offices: the Supreme Public Prosecutors 
Office, the High Public Prosecutors Offices, the District Public Prosecutors Offices and Local 
Public Prosecutors Offices, which are located corresponding to respective courts.

Organization of the Public Prosecutors Office

Supreme
Public

Prosecutors 
Office

High Public 
Prosecutors 

Offices

District Public 
Prosecutors 

Offices

Local Public
Prosecutors

Offices

High Public Prosecutors Offices/
District Public Prosecutors Offices

District Public Prosecutors Offices

Supreme Public Prosecutors 
Office: 1 office
　The Supreme Public Prosecutors 
Office corresponding to the Supreme 
Court is located in Tokyo.This handles 
the criminal cases subject to final appeals 
from judgment rendered by High Courts.

High Public Prosecutors Offices: 
8 offices (6 branch offices)
　The High Public Prosecutors Offices 
corresponding to High Courts are located 
in 8 cities: Tokyo, Osaka, Nagoya, 
Hiroshima, Fukuoka, Sendai, Sapporo and 
Takamatsu. In addition, there are 6 branch 
offices of the High Public Prosecutors 
Offices located corresponding to branches 
of High Courts. These handle the criminal 
cases subject to appeals from judgment 
rendered by District Courts, Family Courts 
and Summary Courts.

District Public Prosecutors Offices:
50 offices (203 branch offices)
　The District Public Prosecutors Offices 
corresponding to District Courts and 
Family Courts are located in 50 cities: 
each prefectural capital of 47 prefectures 
and Hakodate, Asahikawa and Kushiro 
in Hokkaido. In addition, there are 203 
branch offices of the District Public 
Prosecutors Offices located corresponding 
to branches of District Courts. These 
handle the criminal cases governed by 
District Courts and Family Courts.

Local Public Prosecutors Offices: 
438 offices
　The Local Public Prosecutors Offices 
correspond to summary courts. There 
are 438 offices all over Japan handling 
cr iminal cases that fal l  under the 
jurisdiction of summary courts. 
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　The major workplaces of the Public Prosecutors Off ice are largely classif ied into the 
investigation and Court Proceedings Division, prosecution affairs division, and secretarial division.

Institutions of the Public Prosecutors Office

Negligent 
Driving offenses 
Causing Death 
or Injury

37.6%

Road Traffic
Related 
Violations

29.8%

Special 
Acts
offenses
40.5%

Penal Code
offenses（※）

59.5%

By type and
name of offense
1,044,277

persons

Theft

9.5%

Other
offenses
8.2%

Other
offenses 
10.6%

Injury
 4.2%

※  Including the Act on Punishment of Acts Inflicting Death or Injury on 
Others by Driving a Motor Vehicle, etc.

Percentage Breakdown of Cases (offenders) Handled at the 
Public Prosecutors Offices Across the Country (2019)

By dispositions
rendered

1,044,277
persons

Other
decisions  
17.7%

Referrals to the
family court 
4.6%

Other
decisions 
1.7%

Insufficient
evidence
4.3%

Other
decisions 
13.1%

Prosecutions 
27.1%

Non-prosecution
55.2%

Suspension of 
prosecution

49.2%

Chief Prosecutor

Deputy 
Chief Prosecutor

Prosecution 
Affairs Division

　This division performs case 
acceptance procedures, carries 
out the receiving, storage, and 
disposition of evidence; the 
e x e c u t i o n  o f 
punishments; and 
the investigation 
and management 
of crime records.

Investigation
and Trial Division
　This division investigates 
c a s e s  a n d  a t t e n d s  c o u r t 
proceedings.

Secretarial Division
　T h i s  d i v i s i o n  p e r f o r m s 
work related to personnel and 
payroll for the staff, sending 
and receiving of documents, 
procurement of equipment and 
supplies, and administration of 
the office building.

voice

See voice of the 
staff in charge on 
pages 13 to 15.

See the panel session 
on pages 11 and 12.

voice
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　A criminal case has three stages: investigation, court proceedings (trial), and execution. Shown below 
is a rough flow of these stages. Prosecutors and their assistant officers play active roles at these stages.

Flow of Criminal Cases and the Involvement of
the Public Prosecutors Office Staff

Occurrence of crime

 Court proceeding procedures
 (opening procedure, evidence examination
 procedure, and oral argument procedure) 

 Court decision

 Conviction

Investigation

Execution

 Initial 
investigation by 
the police, etc.

Criminal complaint, 
accusation, letters 

accusing of a crime, etc.

 Prosecution
 (putting the accused/suspect on trial) 

Public Prosecutors Office
Acceptance of cases, 

investigation of suspects

Non-prosecution
 (not putting the accused/

suspect on trial)

Court 
proceedings 

(trial)

Custodial sentence 
(imprisonment with work, etc.)

Financial penalty
 (fine payment, etc.)
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　Investigations are conducted by the investigative agencies when they suspect the occurrence of 
a crime. It consists of the procedures undertaken to arrest a suspect as well as to find, collect, and 
maintain evidence in order to discover the truth in cases and to decide whether the suspect should 
be prosecuted. 
　Let us see how the investigation proceeds upon the occurrence of a crime.

1. Commission of crime

2. Reporting of a crime and investigation 
by the police

　The usual first step upon the occurrence of a crime 
is investigation by the police. The police then arrest the 
criminal (referred to as a suspect) (Q1).
Depending on the type of crime, investigative agencies 
other than the police may conduct investigation. 

3. Referral of a case to the Public 
Prosecutors Office

　After the police, etc., conduct the 
investigation, documents and evidence 
are referred to the Public Prosecutors 
Office, confirming whether the investigation 
conducted by the police complies with the law 
and legal procedures. The Public Prosecutor 
initiates the investigation after the case is 
referred to the Public Prosecutors Office (Q2).

See voice of the 
staff in charge 

on page 13.

voice

Investigation
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What is the difference between the role 
of the Public Prosecutors Office and that 
of the police?

　Both the Public Prosecutors Office (Public 
Prosecutor) and the police are authorized to 
investigate crimes. However, as described in “5. 
Case disposition,” only the Public Prosecutor 
has authority to decide whether to prosecute 
suspects. Therefore, cases investigated by the 
police are referred to the Public Prosecutors 
Office as described in “3. Referral of a Case to 
the Public Prosecutors Office.”

Are there cases where, although a person is 
interviewed once by the police and a written 
statement is made, the person is asked again 
to visit the Public Prosecutors Office for an 
interview and make a written statement? 

　If it is required for the decision whether to 
prosecute suspects, the Public Prosecutor 
may interview victims, et al. again.

Does the Public Prosecutor conduct 
investigation only after cases are referred?

　The Public Prosecutor may investigate 
any case. If required, the Public Prosecutor 
may initiate investigation without any police 
involvement. Such investigation is called 
“independent investigation”, which is one 
of the most important tasks of the Public 
Prosecutors Office.

In what  cases does the Public Prosecutor 
file prosecution?

　When it is obvious based on the evidence 
that suspects committed crime and that the 
suspects should be punished, the Public 
Prosecutor files prosecution by submitting 
the charging sheet to the court.

Q1

A

A

A

A

Q2

Q3

Q4

Questions and Answers on Investigation 

4. Investigation such as interviews of the 
suspect and witnesses, search and seizure

　The Public Prosecutor interviews the suspect and 
witnesses (victim, eyewitness, et al.) and gives instructions 
to the police to conduct additional investigation to collect 
sufficient evidence.

5. Disposition of the case

　After sufficiently examining the evidence obtained 
through the investigation, the Public Prosecutor decides 
whether to prosecute the suspect (to put the suspect on 
trial) or not. 

　Summary proceedings, 
where the court reviews 

the materials submitted by 
the Public Prosecutor and 
decides the sentence without 
holding court, may be applied 
when certain requirements are 
satisfied as provided by the law.

memo
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　The Public Prosecutor attends a trial of a case prosecuted. A criminal trial starts with the opening 
proceedings, and proceeds to the examination of evidence and the closing arguments. 
　Let’s take a look at the role of the Public Prosecutor at each step.

Court proceeding

Prosecution
 (Request for trial) 

 Opening procedures

Examination of evidence

Closing arguments

Pronouncement of the 
court decision

Saiban-in trial 

　The Saiban-in trial is a system wherein citizens participate in criminal trials and decide together with the 
professional judges whether the accused is guilty and what sentence is to be imposed in case the accused 
is guilty. The Citizens’ participation in a criminal trial together with the professional judges is expected to 
contribute to the further understanding and the more trust in the reliability of the criminal justice. 

　The Public Prosecutor reads 
out the charge to c lar i f y the 
charged facts that are the subject 
of the trial.

　The Public Prosecutor submits 
the evidence collected during the 
investigation to the court in order 
to prove that the accused (the 
prosecuted person)  committed 
the crime being prosecuted.

　The Public Prosecutor makes 
the closing arguments on  whether 
the charge is proved as well as 
the sentence to be imposed on the 
accused. 

 Public

Prosecutor 
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Execution

Final and binding judgment

Public Prosecutor’s directions for execution

Imprisonment with work, 
imprisonment without 

work, and penal detention
Fine and petty fine

Prison sentence
 (penal institution) 

　When a judgment for custodial 
sentence becomes final and binding, 
the Public Prosecutor directs the 
execut ion of  the sentence and 
the Public Prosecutors’ Assistant 
Officer in charge of clerical work for 
execution performs the procedures.
The Public Prosecutor’s Assistant 
Officer in charge of clerical work for 
execution is engaged in the important 
task of executing the sentence, which 
concludes the criminal proceedings.

Levy

　When a judgment for fine or petty 
fine as the financial penalty (referred 
to as the levied money) becomes final 
and binding, the Public Prosecutor’s 
Assistant Officer in charge of clerical 
work for levy, under the direction and 
command of the Public Prosecutor, 
performs the procedures. 

See voice of the 
staff in charge 

on page 14

voice

Committing Procedures

　The Public Prosecutors 
Office detains the accused 
who have escaped, those 
whose pr ison sentences 
have become f ina l ,  and 
those who have failed to pay 
the f ine, etc., and follows 
procedures to detain them in prison as a labor camp 
so that their sentences are executed appropriately.

Criminal records / Records

　The Public Prosecutors Office 
performs “clerical work for crime 
record” for the investigation and 
management of crime records of 
those judged guilty by the court, 
“clerical work for recording” for 
storage and administration of the final 
and binding sentence records, and 
for following of inspection procedures 
upon application for record inspection.

Others

See the voice of the 
staff in charge on 

page 15.

voice

　When the judgment in the trial becomes final and binding, the Public Prosecutor gives directions for 
the execution of the punishment.
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Tell us how rewarding you feel about the role of the 
Public Prosecutor/Public Prosecutor’s Assistant Officer.
Public Prosecutor A: The role of the Public Prosecutor is 
quite rewarding. I can put forth every effort in discovering 
the truth in cases without being influenced by external 
factors. Specifically, I feel a large responsibility and 
simultaneously feel the job greatly rewarding at two 
points as follows. One is the point that we can directly 
interview suspects, victims, and other people related 
to the case; consider by ourselves what needs to be 
investigated; and then discover the truth through the 
investigation in cooperation with the police. The other 
point is that we can, by ourselves, consider what 
disposition is appropriate and make the judgment.
Public Prosecutor B:The most important element of 
proving fact in the court proceedings is the examination 
of witnesses. I make efforts to have the victim, etc., 
appropriately testify on what he/she really wants to say 
by seeing and interviewing them, in preparation of the 
court proceedings. In the case of expert witnesses, 
such as a doctor or a scientist, I endeavor to study and 
gain knowledge of their field and formulate questions 
to obtain comprehensible testimony. When I f inish 
the examination without any problem and obtain the 
appropriate judgement, I am always relieved and feel a 
sense of accomplishment and fulfillment. At those times, 
I feel the role of the Public Prosecutor rewarding.

Public Prosecutor’s Assistant 
Officer D:The Public Prosecutor’s 
Assistant  Of f icer  in the Tr ia l 
Department pairs with a Public 
Prosecutor to prepare for the 
court proceedings. We do various 
t ypes  o f  wo r k :  o r gan iz a t i on 
o f  c a s e  r e c o r d s ,  d o c u m e n t 
preparation, and communications 
and coordination with the police 

or other related organizations. As 
one such task, we sometimes see 
the victim or the bereaved family. 
It might be difficult to fully remove 
the grief or anger felt by the victim 
or the bereaved family, but when I 
stay close to their feelings and can 
alleviate their anxiety even a little 
or when the victim or the bereaved 
family gives us words of thanks, I 
feel quite rewarding.

What is the point you keep in mind or pay attention 
to while you are working?
Public Prosecutor A: A Public Prosecutor is required to 
find facts based on the evidence on an incident in the 
past that the Public Prosecutor has not experienced, 
in order to discover the truth. The judgment made by 
a Public Prosecutor might largely influence not only 
suspects and victims but also many other parties related 
to the case. It is necessary to be aware of the gravity 
of the role when we perform our duties. Therefore, I 
always keep in mind that I should deal with cases with a 
broad perspective, without rejecting various possibilities, 
and collect and examine sufficient evidence, following 
appropriate procedures. 
Public Prosecutor B: I always keep in mind that I, as the 
Public Prosecutor entrusted with authority, should not try 
to prove the truth only based on the evidence collected 
in the course of investigation, and actively make action 
if I have any question; and make every effort to conduct 
enough research if I am not familiar with a field or type of 
each case I am dealing with. In addition, I try to make as 
much consideration  as possible for those who are related 
to cases, keeping in mind that they are possibly having 
complicated feelings,, I do not carry a rude attitude even 
to the accused and always treat him/her politely.

Public 
Prosecutor A

 Public 
Prosecutor B

Panel session

Panel Session by Public Prosecutors and 
Public Prosecutor’s Assistant Officers 

Participants: Public Prosecutor from the Criminal Investigation Dept., Tokyo District PPO (Prosecutor A),
                       Public Prosecutor from the Court Proceeding Dept. of the same office (Prosecutor B),
                       Public Prosecutor’s Assistant Officer of the Criminal Investigation Dept. of the same office (Assistant Officer C) and 
                       Public Prosecutor’s Assistant Officer of the Court Proceeding Dept. of the same office (Assistant Officer D) 

　We interviewed Public Prosecutors and Public Prosecutor’s Assistant Officers actively working in 
the investigation and court proceeding divisions about how their jobs are rewarding or worthwhile.
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Public Prosecutor’s Assistant Officer C:I confirm the 
act and clauses our work is based on. Since our job is 
prescribed by the law, I thoroughly confirm the clauses 
which are the grounds in the daily performance of our 
duties. I keep in mind that I should learn the necessary 
laws and regulations so that I can follow various 
procedures without any blemishes.

Tell us about the relationship between the Public 
Prosecutor and the Public Prosecutor’s Assistant 
Officer (especially about the relationship between 
the Public Prosecutor and his/her Assistant Officer) 
Public Prosecutor A: The Public Prosecutor and his/her 
Assistant Officer have a relationship that can be truly 
called a “partnership.” They conduct the investigation 
of any case together. The Public Prosecutor’s Assistant 
Officer sometimes sees the evidence from a different 
perspective than that of the Public Prosecutor. When 
we talk about the case or when the Assistant Officer 
offers his/her thoughts when we visit the place where 
the case occurred, I am sometimes able to use a 
new point of view and find new facts by reviewing the 
evidence. Further, when I encounter problems, the 
Assistant Officer is the person who understands me 
best. For a Public Prosecutor, the Assistant Officer is an 
indispensable, strong supporter. 
Public Prosecutor’s Assistant Officer C:The Public 
Prosecutor and the Public Prosecutor’s Assistant Officer 
work closely together in the investigation of cases. The 
Assistant Officer in charge of attendance supports 
the Public Prosecutor’s investigation by managing 
the schedules and making inquiries toward related 
organizations to obtain documents required for the 
investigation. In addition, it is necessary to understand 
the outline of the case when we conduct an investigation 
in collaboration with the police or other investigative 
agencies. The Public Prosecutor’s Assistant Officer also 
actively participates in investigations through studying 
cases and proposing new ideas for the investigation 
to the Public Prosecutor. Thus, the Public Prosecutor 
and the Public Prosecutor’s Assistant Officer form a 
partnership and investigate criminal cases to discover 
the truth. 
Public Prosecutor’s Assistant Officer D:Since it is the 
Public Prosecutor who actually attends the trial, I had the 
first impression that the Public Prosecutor’s role is totally 
different from that of the Public Prosecutor’s Assistant 
Officer. However, the Public Prosecutors share variety 

of information related to cases and 
ask for our opinions. In addition, 
they say that Public Prosecutors 
can perform their duties thanks to 
the Public Prosecutor’s Assistant 
Officers. Therefore, I really feel 
that we are preparing for the court 
proceedings together. Although I 
am still a novice, I am trying to fully 
support the Public Prosecutors, 

being more trusted by them.

How do you communicate with 
the victim of crime?
Public Prosecutor A: In many 
cases, victims not only suffer from 
damages directly caused by the 
cr ime but also mentally suf fer 
because of it. When I interview 
victims, I should always be aware 
of this point, listen carefully to their concerns, questions 
and preferences, being mindful of their feelings. In the 
meaning that victims are asked to recall what happened 
when the crime occurred, interviews might be a burden 
for them, so I make an effort to explain clearly to the 
victim the importance and necessity of the interview 
and the proceedings following the interviews. 
Public Prosecutor B: Although there is a l imit to 
what I can do as a Public Prosecutor, I try to be 
as close to vict ims as I can. Of the work we do 
in the Tr ial Depar tment, witness examination, in 
particular, is a burden for victims. I make efforts to 
reduce psychological burden of victims by building 
relationships with them so they feel that they can rely 
on me and feel safe.
Public Prosecutor’s Assistant Officer C:Circumstances 
surrounding each crime victim vary, as some victims 
have been bodily injured, other have suffered mental 
distress, or had been damaged their property. Most 
of them are not familiar with the Public Prosecutors 
Of f ice. Therefore, I try to comprehensibly inform 
them of the progress of their cases, the result of the 
investigations, how the disposition against the suspect 
is made, and the process of the investigations and 
the trial so that they can imagine the process until the 
judgment is obtained.
Public Prosecutor’s Assistant Off icer D:When I 
contact victims of crime or attend them to appear in or 
visit the court, I make efforts to imagine, as much as 
possible, how the victims feel and not to forget to be 
kind to them. In addition, I try to keep thinking about 
and practicing what we can do to alleviate victims’ 
concern and anxiety, while understanding their cases 
and communicating with them, rather than leaving such 
communications to the Public Prosecutor. 

 Public Prosecutor’s 
Assistant Officer C

Public Prosecutor’s 
Assistant Officer D
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Prosecution Affairs Division

message

　Clerical work for cases comprises procedures in the 
acceptance and disposition of cases.
　In the acceptance procedures, I check the case records 
of the cases sent from the police or other investigation 
organizations and confirm that statutory procedures were 
appropriately followed before accepting the cases.
　In the disposition procedures, I check the indictments 
prepared by the Public Prosecutor in cases where their 
investigation has been finished and submit them to the 
court.
　In the clerical work for warrants, I request the court to 
issue a detention warrant or other warrants and perform 
the clerical work necessary for their execution.
　Clerical work for cases and warrants requires a lot of 
experience. A single mistake in the procedures might 
constitute a possible infringement of the rights of the 
suspect. I keep in mind that I should consistently perform 
all the required steps.
　When I am faced with a difficult case, I consult with my 
colleagues and ask for instructions from my boss. When 

Clerical work for cases and warrants [Tokushima District PPO]

Case / Warrant

the staff members 
in charge of cases 
a n d  w a r r a n t s 
work as one team, 
we can a lways 
find solutions and 
act appropriately. 
In the course of 
the performance 
of cler ical work 
f o r  c a s e s  a n d 
warrants, 
　I gain wide-ranging knowledge from the various 
experiences on the job. Every day, I feel that this job 
is rewarding and always take pride in my job while 
performing my duties.

　Clerical work for evidence comprises the receiving, 
storage, and disposition of the evidence seized by the 
police. As the evidence is important material to prove the 
truth in criminal trials and must be returned when no longer 
needed, the staff in charge endeavors to preserve its value 
as evidence and as property by protecting it from loss, 
disqualification, etc. For example, we carefully and securely 
store cash, illegal drugs, etc., and periodically charge cell 
phones or other communication devices so that the data 

Clerical work for evidences [Kumamoto District PPO]

Evidence

contained in them would not be lost. In addition, as the 
statute of limitations for murder, etc., has been abolished, 
we keep the specimens in unsolved cases that would later 
be required for DNA analysis in ultra-low temperature 
freezers for long-term evidence storage.
　In recent times, illegal drugs have often been sent as 
evidence. We carefully check them against the analysis 
report of the specimen inspected in advance to confirm 
that the contents are correct. 
　Further, when we discard evidence, what is difficult to 
dispose of in the Public Prosecutors Office is brought to a 
specialized contractor that disposes of the evidence in our 
presence. 
　Thus, the staff in charge of evidence receives various 
pieces of evidence every day. We are required to have 
much experience and knowledge because different kinds 
of evidence need to be disposed of differently, depending 
on their individual circumstances. We need to perform our 
duties appropriately after consulting with the police, our 
boss, and colleagues. I find my job quite rewarding.

　In the Prosecution Affairs Division, the Public Prosecutor’s Assistant Officer accepts criminal cases 
and follows the procedures for the execution of imprisonment, collection of fines, and other punishments.
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　Clerical work for execution starts with a confirmation of 
the judgment rendered by the court and the notifications 
that provide directions for the execution of punishment 
and ends with the completion of execution. 
　In the performance of this work, I think any mistake is 
unacceptable, particularly for those subject to a sentence 
such as imprisonment with or without work, considering 
that the person is deprived of liberty for a long period 
although it is compensation for his/her crime. Further, the 
punishment should be executed securely because we are 
in a country with a constitutional government. 
　Therefore, the staff in charge of execution should perform 
the work very carefully to prevent any situation where the 
punishment cannot be executed because the offender escapes, 
thus, affecting the general citizenry. Sufficient attention must be 
paid to the prevention of any infringement of the human rights 
of the person subject to the execution of punishment. 
　In addition, upon the request of the victim of the crime, 
we provide information about the treatment situations of 
the assailant at the criminal institution and about his/her 

Clerical work for execution [Yamaguchi District PPO]

Execution

release. Such information partly helps prevent repeated 
damage to the victim of crime.
　Thus, the clerical work for execution is largely related 
to human rights. There are difficult cases sometimes, but 
I obtain instructions and advice from the superior Public 
Prosecutors Office, my boss, and colleagues and endeavor 
to diligently do the job with a feeling of responsibility. 

　The staff in charge of levy obtains information about trials 
related to any financial penalty such as fine or petty fine and 
performs the clerical work for payment notice, demand for 
payment, and levy. We mainly use telephone calls to contact 
those with levy obligations and take action against them. 
　If we cannot contact a person who has failed to pay the 
fine, we sometimes visit his/her residence or workplace and 
talk to that person, their family, or those in his/her workplace. 

Clerical work for levy [Mizusawa Branch, Morioka District PPO]

Levying

　Further, after investigating the assets of the defaulter, we might 
enforce compulsory execution, where we seize the assets, detain 
the defaulter in the labor camp to undergo a trial for the fine, etc.
　The reason for which the person obliged to pay the fine fails 
to make payment varies. Some defaulters emotionally tell us 
about their circumstances when they have difficulties in making 
payment, and the more we listen to their stories, the more we 
are likely to be empathetic toward the defaulter. However, for 
strict execution of the penal punishment and for the benefit of 
the defaulter himself/herself, we keep in mind that we should 
appropriately and promptly perform the clerical procedures. 
　I sometimes have trouble taking appropriate actions toward 
the person obliged to make payment, but I report to or consult 
with my boss or senior colleague, who has more experience, 
to get instructions or advice. I work with their help.
　In the clerical work for levy, whether payment is successfully made 
might depend on actions or trivial words toward the defaulter. Thus, 
it is necessary to always work with a sense of tension when I contact 
defaulters. However, when payment is successfully made in a difficult 
case, I feel a sense of accomplishment. This job is rewarding. 
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message
Prosecution 

Affairs Division

Criminal records

Records

　Criminal record means the record of facts that a person 
has been subject to a final and binding conviction (previous 
conviction); this is the most sensitive privacy of a person. 
　I am in charge of clerical work for criminal records, where 

Clerical work for criminal record [Kanazawa District PPO]

Clerical work for record [Sapporo District PPO]

　I am now in charge of clerical work for record. If 
a request to view a record is made, I carefully study 
the necessity of the viewing and whether allowing 
such viewing could harm the honor or life of peace of 
the people related to the case. I may provide certain 
restriction to the view as the result of an evaluation of 
the request. For each individual case record requested 
to be viewed, I need to confirm the related laws and 
regulations, sufficiently examine the record, or otherwise 
pay close attention. 
　In addition, as we often contact victims, I always keep 
in mind that I should consider their feelings when taking 
appropriate actions. 
　In the course of clerical work for record, I sometimes 
face cer tain cases where it is dif f icult to make a 
judgment, but I do not tackle the problem alone. I consult 
with my colleagues. I perform my duties in an open 
atmosphere.
　I am now raising my child and have restricted work 
hours, but I feel I can still gain sufficient job experience 

I should appropriately understand and administrate such a 
criminal record; upon inquiry from other Public Prosecutors 
Offices or the police, investigate whether a person has a 
previous conviction record; and note the results. 
　The criminal record I handle is an important material 
that might help judgment on whether the Public Prosecutor 
prosecutes a suspect or might serve as evidence in the trial. 
Depending on the crime, it might be material to suspend the 
right to vote for a certain period or to prove whether there is 
a reason for the disqualification of a certain license. 
　Therefore, mistakes are not allowed in the administration or 
investigation of the record. Once any mistake is made, it might 
infringe on the human rights of the individual and ruin trust in 
the Public Prosecutors Office. It is necessary to perform the 
clerical work always with a sense of responsibility and tension. 
　Though it is tough, the fact that I am entrusted with this 
important job and I can appropriately perform the duties related 
to the criminal record by obtaining instructions from the boss 
and senior colleagues whom I trust, I find it rewarding and I feel 
a sense of accomplishment. I spend quality time every day.

with the cooperation of the people around me. A system 
that supports the balancing of work and childcare is 
available, and I spend fruitful days feeling that this job is 
rewarding.
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message

　I am in charge of the protection of Japanese nationals 
overseas at the Consulate General of Japan in Los Angeles. 
“Protection of Japanese nationals overseas” means when 
Japanese nationals living or staying abroad are involved in any 
incident or accident, to indirectly support them by providing the 
necessary advice or assistance. Specifically, my job includes 
conducting interviews with Japanese nationals arrested or 
detained overseas, providing advice to Japanese nationals who 
are victims of criminal cases, taking actions for the bereaved 
family of any Japanese national who died abroad in any 
incident or accident, and taking actions for Japanese nationals 
who suddenly get sick or become distressed while they are 
abroad, among others. The job responsibilities are diverse. 
As there are many Japanese nationals living or traveling in 
Los Angeles, actions are required in many cases, and I must 
sometimes take urgent actions on Saturdays or Sundays or late 
at night. It is a tough job, but I am able to use my professional 
experience as a Public Prosecutor’s Assistant Officer, and I 
find it rewarding, feeling a sense of accomplishment different 
from what I felt when I was working for the Public Prosecutors 
Office. In my daily life abroad, I constantly find something new 
and meet new people. I have very valuable experiences and 
learn many things in both my work life and private life.

Ministry of Foreign Affairs of Japan

Vice-consul (Public Prosecutor’s Assistant Officer) Consulate General of Japan in Los Angeles

　One of the important duties of a diplomat with legal 
background at the Embassy such as myself, is to analyze 
legal issues concerning Japan–Republic of Korea relations. 
When an issue arises between Japan and the Republic of 
Korea, I approach legal problems from the viewpoint of a 
legal expert as well as collect information and conduct legal 
analysis to solve them. The legal issues to be analyzed range 
from the penal code to the civil code, which is one of the 
rewarding jobs where I can put into practice my ability to think 
from a legal viewpoint gained from my experience working as 
a Public Prosecutor coordinating with Korean investigation or 
prosecution authorities in handling mutual legal assistance 
in criminal investigations or extradition is also an important 
duty. In addition, we have diversified duties at the Embassy, 
including delivering lectures on Japanese criminal justice 
to the Korean Bar Association or universities upon request. 
Although working in overseas environments posed 
challenges, I now see it as an opportunity to see various 
matters from diversified standpoints. Through exchanges with 
legal professionals in Korea, I gained invaluable  experience 
and was able to spend fruitful days during my term in Korea. 

Work at Other Institutions
　In addition to the Public Prosecutors Office, the Public Prosecutors and the Public Prosecutor’s 
Assistant Officers are provided with places for the conduct of their work in various organizations.

First Secretary (Public Prosecutor) at the Embassy of Japan in Korea
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message

Tokyo Regional Taxation Bureau

　The purpose of our investigation is to pursue those 
criminally responsible for large scale or malicious tax 
evasion to realize appropriate and fair taxation and 
contribute to the maintenance of a self-assessment 
taxpaying system. The Criminal Investigation Department 
comprises an information division and an execution division. 
The information division collects information about those 
suspected of tax evasion as a result of secret investigation. 
The execution division collects evidence by compulsory 
investigation based on permission issued by the judge and 
conducts a questionnaire survey of the parties concerned. 
The staff in this department makes efforts every day to bring 
tax evaders to the Public Prosecutor for prosecution. 
　I belong to the execution division and engage in the 
analysis and examination of the collected evidence and 
questionnaire survey for the parties concerned. When 
performing these off icial duties, I need specialized 
knowledge about tax, and as there is no fixed way of 

investigation, I repeat the process of trial and error to find 
out what really happened in the cases. I can learn many 
things from those around me, and I use my experience to 
determine the facts in the cases. I find my work rewarding 
and feel a sense of accomplishment.

Assistant Investigator (Public Prosecutor’s Assistant Officer) to the Investigator, Criminal Investigation Department Coordination Division 

Japan Fair Trade Commission 

Special investigator assigned to the General Secretariat Investigation Bureau (Public Prosecutor)

　The Japan Fair Trade Commission regulates unfair 
transactions to realize a fair and free market competition. I am 
chiefly assigned to the General Secretariat Investigation Bureau 
and engage in the administrative examination of cartels. Based 
on the knowledge I have obtained as a Public Prosecutor, I 
provide guidance and advice in relation to fact-finding.

Cabinet Official (Public Prosecutor’s Assistant Officer), 
Special Investigation Division II, Criminal Investigation 
Department, General Secretariat Investigation Bureau 

　The Criminal Investigation Department I belong to performs 
secret investigation in relation to criminal cases, requests for 
warrants, as well as conducts inspections, search, and seizures 
aimed at criminal prosecutions by the Prosecutor-General. 
　I feel so fulfilled about the environment, where I can imbibe 
various ideas and knowledge from the staff while making use 
of my experience at the Public Prosecutors Office.

　Staf f members here are well-versed in the Anti-
monopoly Act and have abundant specialized knowledge 
and experience. The experience of working hard with 
them, making the most of our distinct personalities, and 
performing our different roles will help broaden my views 
as a Public Prosecutor. It will be a valuable experience for 
me to fairly and appropriately dispose of cases from a more 
diversified point of view. I feel this job quite rewarding. 

Other Public Prosecutors 
are transferred to the 
following organizations

　Deposit Insurance Corporation of Japan, Legal Training and Research Institute, Cabinet Secretariat, Cabinet 
Office, National Police Agency, Financial Services Agency, Ministry of Foreign Affairs, Ministry of Finance, 
National Tax Agency, Ministry of Defense, Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, etc.

Work at Other 
Institutions
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　To conduct investigation and hold a trial, it is necessary to obtain cooperation from the victim in 
the interview at the Public Prosecutors Office and when they testify as a witness at the trial. With the 
cooperation of the victim, we can reveal what really happened in the case, and we can impose on the 
offender the punishment corresponding to the crime committed. 
　However, the victim who faced various difficulties because of the crime often requires appropriate 
support. In the criminal procedures, systems for the protection and support of crime victims are 
available in many instances. 
　The Public Prosecutors Office has consultation with the victims, gives explanations about the 
various systems, and informs them of the disposition result of the case. This way, the Public 
Prosecutors Office endeavors to protect and support the victims. 
　Let us introduce the systems adopted by the Public Prosecutors Office and some examples of the 
approaches used.

Victim Support Officers
　To ease as much as possible, the 
worries and burdens of crime victims, 
Victim Support Officers are available at 
the Public Prosecutors Offices, providing 
support for victims of crimes.
　The supports of Victim Support Officers 
include such activities as responding to 
the various questions that victims may 
have, guiding and accompanying the 
victims in the courthouse, helping them 
with the access of the case records or 
have the evidence return to them.
　Victim Support Officers are also 
making efforts to cooperate with relevant 
organizations so that victims can receive 
appropriate support.
　Specifically, it introduces victims 
to organizations or bodies that can 
provide support in the psychological 
and economic aspects and in daily 
life according to the victim’s needs (for 
example, to introduce the organization 
providing support by experts such as a 
psychological counselor to a victim in 
need of psychological support).

Message from Victim Support Staff

　The victim support staff is allocated to district Public Prosecutors 
Offices all over Japan mainly for the support of crime victims in 
relation to criminal procedures. The staff receives consultations 
over the phone via the “Victim Support Hotline” and accompanies 
the victims to the court when trials are held. 
　Crime victims and their families might be confused by such 
sudden incidents and may feel grief and great anxiety. 
　The Public Prosecutor and the Public Prosecutor’s Assistant 
Officer in charge of cases may ask the victims and their family 
members to cooperate with them in investigations for them to be 
able to impose on the offender the punishment corresponding to 
the crime committed. The victims and their families are usually 
unfamiliar with the ongoing criminal procedures and may feel 
anxious. The victim support staff collaborates with the Public 
Prosecutor and the Public Prosecutor’s Assistant Officer from 

the start of the investigation phase and 
makes efforts to reduce the anxiety and 
burden of the victims and their families.
　In addition to the support related to 
criminal procedures, the victim support 
staff closely collaborates with the police, 
the Japan Legal Support Center, and 
other related organizations for mental and 
financial support, livelihood support, etc., 
so that support for the crime victims is 
provided satisfactorily. 

Hiroshima District PPO:
Victim support staff (left) 
Public Prosecutor’s 
Assistant Officer (right) 

Victim Notification System
　The Public Prosecutors Office has 
set up the Victim Notification System to 
provide information to the victims and 
their families such as the disposition of 
the case, the outcome of the criminal trial, 
treatment of the offenders in prison during 
their imprisonment, and the time of their 
release to the maximum extent possible.

　This brochure gives easy-to-understand 
explanations about the protection and support 
of victims provided by the Public 
Prosecutors Office. This brochure 
is handed to the victims. 
　You can also see this pamphlet 
on the Public Prosecutors Office's
website（http://www.moj.go.jp/keiji1/keiji_keiji11.html）

To the victims of crimes (brochure) 

Support for Crime Victims 
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　The Act for the Prevention of Recidivism went into effect in December 2016, followed by the plan for 
promoting the prevention of recidivism being approved by the Cabinet on December 15, 2017.
　The Public Prosecutors Office performs the investigation and court proceeding activities while considering 
crime prevention and rehabilitation of offenders. Recently, corresponding to changes in social situations, such 
as an aging population and the rising number of child abuse cases as well as changes in the circumstances 
surrounding the Public Prosecutors Office, various initiatives have been undertaken to prevent offenders from 
reoffending and to support their reintegration into our society. We cooperate with welfare institutions, child 
consultation centers, and other relevant organizations in addition to the probation office to develop the initiatives.

Message from the Criminal Policy Promotion Team of Nagasaki District Public Prosecutors Office

　Criminal Policy Promotion Team of Nagasaki 
District Public Prosecutors Office comprises Public 
Prosecutors, Assistant Public Prosecutors, and Public 
Prosecutor’s Assistant Officers.
　To impose on the of fender the punishment 

corresponding to the crime committed is important to 
call on him/her to deeply regret the crime. However, it is 
also very important to support the smooth reintegration 
of offenders into the society and prevent recidivism for 
those who are not prosecuted or released after getting 
suspended sentences; that is to say, new crime damage 
should be avoided.
　We collaborate with many institutions including the 
probation office, the Nagasaki Prefectural Regional 
Settlement Support Center, the social welfare office, and 
welfare facilities of local governments. We are always 
making efforts so that various supports (for example, 
securing temporary place of lodging after the offender 
is released, helping the offender receive livelihood 
protection, having disability certificates delivered, and 
institutionalization) are provided smoothly, considering 
the life of the offender after release. 

Role of the Criminal Policy Promotion Unit of the Supreme Public Prosecutors Office
　The Crime Policy Promotion Unit of the 
Supreme Public Prosecutors Office is in 
charge of collecting approaches to various 
criminal policy topics (e.g., protection and 
support of crime victims, actions for child 
abuse cases as well as prevention of 
second offense by the criminal, and support 
of rehabilitation) in various areas in Japan 
and participation in various academic 
associations so as to provide information to 
the Public Prosecutors Office all over Japan.
　Further, lectures on criminal policy are 
given in various training courses for Public 
Prosecutors and Public Prosecutor’s 
Assistant Officers. The promotion Unit 
endeavors to improve the ability of the 
whole staff of the Prosecutors Office 
to prevent recidivism and support the 
reintegration of offenders into the society. 

Promote 
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Digital forensics

　The development of science and technology in this modern society has resulted in a rapid 
growth and proliferation of digital devices. Computers, smartphones, and other digital devices are 
everywhere.Criminal activities are no exception.
　Digital forensics (DF) are methods and technologies for finding (through analysis) objective 
evidence of crime by retrieving (securing) digital data from digital devices in exactly the same 
condition as they were originally stored through lawful steps. The Public Prosecutors Office has 
utilized the DF to discover the truth of criminal cases.

Role of the DF Team of the Supreme Public Prosecutors Office 
　DF activities will become increasingly important for investigations and
court proceedings at the Public Prosecutors Office.
　The DF Team of Supreme Public Prosecutors Office comprises the Criminal 
Department of the Supreme Public Prosecutors Office and the DF Centers 
in Tokyo and Osaka. The 
team is promoting DF for 
the Public Prosecutors 
Offices all over Japan by 
systematically arranging DF-
related devices, improving 
knowledge and techniques 
related to DF by various 
t ra in ing  c our ses ,  and 
providing information about 
the latest technology in DF. 

Message from the Osaka DF Center

　Therefore, we are sometimes present at a scene 
of the search and seizure, to seize data there or 
directly interview persons in charge of the system 
in a company. We provide various suppor ts for 
investigations to discover the truth in cases.
　Further, we promote DF in the Public Prosecutors 
Of f ices through various DF training courses for 
our staffs, in cooperation with the Supreme Public 
Prosecutors Office. 
　Digital technology advances very quickly, and the 
newest technology will become old in a short time. With 
each of the DF Center members always maintaining 
the learning attitude, we endeavor to obtain DF-related 
information and search for how to use it in cooperation 
with the related organizations so that investigations 
that meet the needs of the times can be performed. 

　The Osaka DF Center was established in April 
2019. The major role of the DF center is, upon request 
from the Public Prosecutors, to extract data from 
smartphones, PCs, or other electronic devices and 
analyze the data contents to find out information that 
can be used as evidence of the crime. 
　Recently, all sorts of materials, including documents 
drafted on personal computers (PC) and accounting 

i n f o r m a t i o n  o f 
c o m p a n i e s , 
are digi ta l ized. 
However, it is not 
easy to turn such 
electronic data 
into a form that 
can be read by 
human beings.
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International Investigation

❶❺
❻

❷❸
❹

❶  The treaty between Japan and the United States of America 
on Mutual Legal Assistance in Criminal Matters July, 2006

❷  The treaty between Japan and the Republic of Korea on 
Mutual Legal Assistance in Criminal Matters January, 2007

❸  The treaty between Japan and the People's Republic of China 
on Mutual Legal Assistance in Criminal Matters November, 2008

❹  The agreement between Japan and the Hong Kong Special 
Administrative Region of the People's Republic of China on 
Mutual Legal Assistance in Criminal Matters September, 2009

❺  The agreement between Japan and the European Union on Mutual 
Legal Assistance in Criminal Matters Effected in January, 2011

❻  The treaty between Japan and the Russian Federation on Mutual 
Legal Assistance in Criminal Matters February, 2011

Treaty/Agreement on Mutual Legal Assistance in Criminal Matters

Procedures for mutual legal assistance in criminal investigation
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channel.)

Requests from
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Requests from Japan

　Recently, international exchanges have become active in all fields such as politics, economy, and culture. 
At the same time, transnational crimes such as tax evasion and bribery cases by multinational companies 
and drug smuggling cases, are also increasing. In case of transnational crimes, sometimes criminals 
escape abroad or material witnesses and evidence exist in foreign countries. Against this background, 
Japan has strengthened further cooperation in the area of criminal investigations with other countries/
regions by concluding treaties or agreements on mutual legal assistance in criminal matters with the United 
States of America, the Republic of Korea, the People’s Republic of China(PRC), the Hong Kong Special 
Administrative Region of the PRC, the European Union, and the Russian Federation, as well as concluding 
multilateral treaties, including the United Nation Convention against Transnational Organized Crime.
　Public Prosecutors Offices dispatch their public prosecutors and public prosecutor’s assistant 
officers overseas to receive a fugitive or evidence with regard to the investigation, the court 
proceedings or the execution of sentence in criminal cases in Japan and to respond to a request for 
mutual legal assistance from foreign countries.
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　The Public Prosecutors Office has many programs for improving work-life balance, from flexible 
work hours (e.g. flex-time system and early/late shifts) to establishing a work environment where men 
and women can develop their careers while looking after their young, old, or handicapped family 
members, and also covering sundry house choirs.

Childcare and career
Criminal Department of Osaka District PPO 
(Public Prosecutor)　
　After I gave birth to my first son and took the childcare 
leave for about one year and five months (my husband 
who works for the Public Prosecutors Office also took 
the childcare leave for about six months from the time 
the baby was two months old), I returned to the Criminal 
Department of the Osaka District Public Prosecutors 
Office. I am in charge of diverse cases, such as murder, 
robbery, fraud, theft, and child abuse. 
　As I have to pick up my son at the nursery school, I work the 
early shift. I am able to balance work and childcare even with 
time restrictions, thanks not only to my husband, who shares 
childcare and housework with me, but also to my boss who 
understands my family situation. Any time I have consultations 
or need to prepare decisions, the officer in charge of 
attendance and my colleagues in the department support me 
and work together with me 
on the cases. 
　 I  per form my dut ies 
while balancing work and 
childcare. I will determine 
what real ly happened 
in the cases, with the 
cooperation of the officer 
in charge of attendance 
and assess  what  t he 
appropriate punishment for 
each offender is.

Yamagata District PPO (Public Prosecutor’s 
Assistant Officer) 　
　 I  b e l o n g  t o  t h e 
P r o s e c u t o r  A f f a i r s 
Division and conduct 
t h e  p r o c e d u r e s  t o 
receive cases sent from 
the pol ice and other 
organizations. 
　Upon the birth of my 
daughter (my first child), 
I told my boss and colleagues that I wanted to take the 
childcare leave. They willingly encouraged me to do so, 
and I took the childcare leave for a period a little longer 
than one month. 
　During my childcare leave, I was busy nursing and 
cradling my baby and purchasing baby goods. The 
leave was over in the blink of an eye. Because I was 
able to spend this valuable time, which happens once, 
with my wife and baby, I experienced the difficulty 
and joy of parenting. I feel that our family ties became 
stronger. 
　Even after I returned to work, I attend to work earlier 
or later or take some days off for childcare, thanks to 
the support of my boss and colleagues, so that I am 
actively involved in housekeeping and childcare. I am 
spending busy but fruitful days. 

Career and time-off activities
Nagoya District PPO (Public Prosecutor’s 
Assistant Officer) 　
　Club activities are popular in the Public Prosecutors 
Office. As an assistant of the baseball team at the Nagoya 
High and District Public Prosecutors Offices, I support the 
team members and sometimes participate in training to 
work up a good sweat. 
　The target of the team is to have good results at 
the government office tournament held in spring and 
autumn and a friendly baseball tournament among Public 
Prosecutors Offices in summer. At these tournaments, 
we show the results of our training and become better 
acquainted with the staff from other Public Prosecutors 
Offices by playing matches with them.
　Speaking about my job, as a Public Prosecutor’s 

Assistant Officer in charge of attendance, belonging to 
the Criminal Department, I engage in the investigation of 
various cases, working closely with the Public Prosecutor. I 
find it rewarding to find out what really happened in a case. 
　Thus, I play a part in the realization of justice in society 
through the investigation of cases on weekdays, and on 
holidays, I fully enjoy baseball as my hobby while building 
a network that I can also use for my job. I lead very fulfilling 
days balancing my job and hobby. 

Work-life balance
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　These principles aim to set forth the spirit and fundamentals of prosecution so that all 
members of the Prosecution Service fulfill their duties with a sense of mission and without 
losing direction in any situation, thus ensuring the proper conduct of all activities of the 
Prosecution Service and securing the trust of the people which is the basis of prosecution.

　The Prosecution Service is entrusted with the solemn responsibility of discovering the truth in 
each case and applying the criminal laws properly and promptly, while ensuring the maintenance 
of public welfare and guaranteeing fundamental human rights. We must deeply recognize this 
demanding duty and actively undertake our tasks always with fairness and integrity.
　We encounter various challenges when we endeavor to discover the truth in cases, which 
is a prerequisite to the proper exercise of punitive authority. Faced with these challenges, 
the Prosecution Service is expected to maximize the use of its knowledge and skills in the 
uncompromising search for the truth. 
　Obtaining conviction by any means in all cases is not our goal, nor should we seek to impose 
harsh sentences without regard to the nature of the case. Our objective is to achieve proper 
dispositions and proper sentencing for each case, corresponding to its nature and representing 
the common sense of the people.
　In order to achieve such objectives, we must firmly maintain a fair stance to avoid making 
distorted decisions. “Uncompromising pursuit of justice and impartiality” as well as “neutrality 
and independence” should be our indissoluble mottoes not to be influenced by any enticement 
or pressure in the exercise of our duties. We should never act for our own fame or reputation 
and should have courage to take action, if necessary, that would undermine these personal 
interests.
　At the same time, we should retain humble attitudes and continuously reflect upon the 
exercise of our powers to see that it serves the best interests of the people and does not lapse 
into self-righteousness.
　In endeavoring to fulfill the responsibility bestowed on the prosecution, we should not be 
content to rest upon past accomplishments and experiences.
　We should sustain unremitting efforts to build a stronger foundation for the prosecution and 
improve our criminal justice system. We should be open-minded, paying attention not only to 
the criminal justice system but also to external disciplines, seeking advanced knowledge and 
progressively attaining various new achievements in different fields.

　We, as one of the main actors in the criminal justice system, are determined to carry out the 
mandate given by the people, bearing in mind the aforementioned and taking pride in fulfilling 
our duties with a sense of mission.

The Principles of Prosecution
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1.　�Bearing in mind the responsibility to work for the public interest as servants of the whole community, 
we shall abide by laws, rules and regulations and undertake our tasks with fairness and integrity 
under the mottoes of uncompromising pursuit of justice and impartiality as well as neutrality and 
independence;

2.　�We shall carry out our tasks with full understanding of the roles of judges and defense counsel in 
criminal procedure, respecting fundamental human rights and ensuring due process in criminal 
procedure;

3.　�We shall strive to the utmost to discover the truth in each case with all our knowledge and skills to 
ensure that no innocent parties are found guilty and all those responsible are brought to justice;

4.　�We shall pay due attention to the assertions of suspects or defendants, endeavor to collect all relevant 
evidence, both incriminating and exculpatory, aggravating and mitigating, and make rational and 
sensible evaluation of evidence from various perspectives;

5.　�In interviewing witnesses and suspects, we shall strive to obtain true statements, while securing their 
voluntary nature and the fairness of the questioning;

6.　�We shall pay due attention to the opinions and views of victims of crime or their family members 
and uphold their legitimate rights and interests;

7.　�We shall take proper custody of evidence and information in cases and ensure their confidentiality 
to avoid damaging the reputation of those concerned and to avoid hindering investigation or trial 
proceedings;

8.　�We shall endeavor to contribute to the prevention of crime, the rehabilitation of offenders and 
other aims of criminal justice, in cooperation with police and other law enforcement authorities, 
correctional and probation services and other relevant agencies and organizations;

9.　�We shall continue our efforts to acquire and improve our knowledge and skills on laws and legal 
issues and seek to attain broader knowledge and education which will enable us to cope with diverse 
and evolving issues;

10.���We shall act with constant reflection on past experience and build an organization with vitality 
and with a culture of free and active discussion, as well as mutual assistance and cooperation.
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As to qualifications and employment for public prosecutors and
public prosecutor’s assistant officers

Please explain about qualifications required 
to become a public prosecutor.
Qualification to be a Public Prosecutor
　Any person falling  under the followings has the 
qualification required to become a public prosecutor:
1.  A person who has completed the Legal Research and 

Training Institute in Japan after passing the national 
bar exam;

2.  A Court judge (judge/assistant judge);
3.  An Attorney;
4.  A person who has been or was in the position of a 

professor or assistant professor of law at specified 
universities for more than three years; or

5.  A person who has been an assistant public prosecutor 
for at least three years and has passed the special 
examination to become a public prosecutor.

Qualification to be an Assistant Public Prosecutor
　Public Prosecutors’ assistant officers, officials of the 
Ministry of Justice, or some other civil servants can be 
Assistant Public Prosecutors when they pass a special 
examination for become an Assistant Public Prosecutor. 
Please explain about qualifications required to 
become a public prosecutor’s assistant officer.
　To become a Public Prosecutor’s Assistant Officer, 
it is necessary to pass the general staff employment 
examination for national public officers.

Q

A

Q

A

Is there any restriction on age or academic 
qualifications to become a public prosecutor?
　No particular restriction is provided about the 
age. Note that the mandatory retirement age for a 
Public Prosecutor is 63 (65 for Prosecutor-General 
only). No restriction is provided about academic 
background, but you need to take an additional 
examination if you have not completed a law school 
course.
Please explain about the employment procedures 
for public prosecutors and public prosecutor’s 
assistant officers.
　For the information about the employment of 
public prosecutors, please contact the Personnel 
Division of the Minister’s Secretariat in the Ministry 
of Justice (main telephone number: 813-3580-
4111). The employment of public prosecutor’s 
assistant officers is conducted by each District 
Public Prosecutors Office. Please contact the 
District Public Prosecutors Office in which you wish 
to be employed.

Q

A

Q

A

Public information of the Public 
Prosecutors Office

I would like to know more the details about jobs of 
the Public Prosecutors Office and the Saiban-in trial.
　The Public Prosecutors Office positively implements 
public relations activities for people to learn about our 
jobs in more detail. Mainly for older elementary school 
students to high school students, we provide various 
programs: a study camp program which includes a 
visit to the Public Prosecutors Office to explain our 
jobs and the roles of public prosecutors; a visiting 
class program in which the Public Prosecutors Office 
staff visits schools or hold lectures to explain our 
jobs; and an attending criminal trials program which 
includes observation of the court proceedings at public 
courtrooms as well as explanation and question-and-
answer sessions. We also provide explanation about 
the saiban-in trial, the rules of criminal trials. Please 
contact the nearest Public Prosecutors Office. 

Q

A

Public Prosecutor’s badge

What does the badge of the public prosecutor 
symbolize?
　The Public Prosecutor Badge was designed 
in 1950. It depicts a crimson rising sun, white 
chrysanthemum petals, and golden leaves. The form 
is like a combination of frost and rays of the sun and 
represents a combination of strict fairness and the 
ideal image of a public prosecutor’s duties. For that 
reason, this badge is called “shuso retsujitsu” in 
Japanese, which means the autumn frost and harsh 
rays of the summer sun. This symbolizes the balance 
between punishment and unfaltering constancy.

Q

A

For the Public Prosecutors Office website, go to:

http://www.kensatsu.go.jp/

Other questions and answers
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The Supreme Public
Prosecutors Office 〒100-0013 1-1-1, Kasumigaseki, Chiyoda-ku, Tokyo 03-3592-5611

High Public
Prosecutors

Office

Sapporo 〒060-0042 12, Odori-nishi, Chuo-ku, Sapporo 011-261-9311
Sendai 〒980-0812 1-3-1, Katahira, Aoba-ku, Sendai 022-222-6153
Tokyo 〒100-8904 1-1-1, Kasumigaseki, Chiyoda-ku, Tokyo 03-3592-5611

Nagoya 〒460-0001 4-3-1, Sannomaru, Naka-ku, Nagoya 052-951-1581
Osaka 〒553-8511 1-1-60, Fukushima, Fukushima-ku, Osaka 06-4796-2100

Hiroshima 〒730-0012 2-31, Kamihacchobori, Naka-ku, Hiroshima 082-221-2451
Takamatsu 〒760-0033 1-1, Marunouchi, Takamatsu 087-821-5631
Fukuoka 〒810-0044 4-2-3,Ropponmatsu,Chuo-ku,Fukuoka 092-734-9000

District Public
Prosecutors

Office

Sapporo 〒060-0042 12, Odori-nishi, Chuo-ku, Sapporo 011-261-9313
Hakodate 〒040-0031 1-13, Kamishinkawa-cho, Hakodate 0138-41-1231

Asahikawa 〒070-8636 4, Hanasaki-cho, Asahikawa 0166-51-6231
Kushiro 〒085-8557 5-7, Kashiwagi-cho, Kushiro 0154-41-6151
Aomori 〒030-8545 1-3-25, Nagashima, Aomori 017-722-5211
Morioka 〒020-0023 8-20, Uchimaru, Morioka 019-622-6195
Sendai 〒980-0812 1-3-1, Katahira, Aoba-ku, Sendai 022-222-6151
Akita 〒010-0951 7-1-2, Sannou, Akita 018-862-5581

Yamagata 〒990-0046 1-32, Ote-machi, Yamagata 023-622-5196
Fukushima 〒960-8017 17, Kitsunezuka, Fukushima 024-534-5131

Mito 〒310-8540 1-1, Kitami-cho, Mito 029-221-2196
Utsunomiya 〒320-0036 2-1-11, Obata, Utsunomiya 028-621-2525
Maebashi 〒371-8550 3-2-1, Ote-machi, Maebashi 027-235-7800
Saitama 〒330-8572 3-16-58, Takasago, Urawa-ku, Saitama 048-863-2221
Chiba 〒260-8620 4-11-1, Chuo, Chuo-ku, Chiba 043-221-2071
Tokyo 〒100-8903 1-1-1, Kasumigaseki, Chiyoda-ku, Tokyo 03-3592-5611

Yokohama 〒231-0021 9, Nihon-odori, Naka-ku, Yokohama 045-211-7600
Niigata 〒951-8502 5191, Nishi-ohata-cho, Chuo-ku, Niigata 025-222-1521
Toyama 〒939-8510 2-9-16, Nishidenjigata-machi, Toyama 076-421-4106

Kanazawa 〒920-0912 6-15, Ote-machi, Kanazawa 076-221-3161
Fukui 〒910-8583 1-1-54, Haruyama, Fukui 0776-28-8721
Kofu 〒400-8556 1-11-8, Chuo, Kofu 055-235-7231

Nagano 〒380-0846 1108, Asahi-machi, Nagano, Oaza, Nagano 026-232-8191
Gifu 〒500-8812 2-8, Mieji-cho, Gifu 058-262-5111

Shizuoka 〒420-8611 9-45, Oute-machi, Aoi-ku, Shizuoka 054-252-5135
Nagoya 〒460-8523 4-3-1, Sannomaru, Naka-ku, Nagoya 052-951-1481

Tsu 〒514-8512 3-12, Chuo, Tsu 059-228-4121
Otsu 〒520-8512 3-1-1, Kyo-machi, Otsu 077-527-5120
Kyoto 〒602-8510 82, Ryogoryo-cho, Shinmachidori-shimochojamachisagaru, Kamigyo-ku, Kyoto 075-441-9131
Osaka 〒553-8512 1-1-60, Fukushima, Fukushima-ku, Osaka 06-4796-2200
Kobe 〒650-0016 1-4-1, Tachibanadori, Chuo-ku, Kobe 078-367-6100
Nara 〒630-8213 1-1, Noborioji-cho, Nara 0742-27-6821

Wakayama 〒640-8586 3, Niban-cho, Wakayama 073-422-4161
Tottori 〒680-0022 3-201, Nishi-machi, Tottori 0857-22-4171
Matsue 〒690-0886 50, Horo-machi, Matsue 0852-32-6700

Okayama 〒700-0807 1-8-1, Minamigata, Kita-ku, Okayama 086-224-5651
Hiroshima 〒730-8539 2-31, Kamihacchobori, Naka-ku, Hiroshima 082-221-2453
Yamaguchi 〒753-0048 1-1-2, Ekidori, Yamaguchi 083-922-1440
Tokushima 〒770-0852 2-17, Tokushima-cho, Tokushima 088-652-5191
Takamatsu 〒760-0033 1-1, Marunouchi, Takamatsu 087-822-5155
Matsuyama 〒790-8575 4-4-1, Ichiban-cho, Matsuyama 089-935-6111

Kochi 〒780-8554 1-4-1, Marunouchi, Kochi 088-872-9191
Fukuoka 〒810-8651 4-2-3,Ropponmatsu,Chuo-ku,Fukuoka 092-734-9090

Saga 〒840-0833 5-25, Nakanokoji, Saga 0952-22-4185
Nagasaki 〒850-8560 9-33, Manzai-machi, Nagasaki 095-822-4267

Kumamoto 〒860-0078 1-12-11, Kyo-machi,Chuo-ku, Kumamoto 096-323-9030
Oita 〒870-8510 7-5, Niage-machi, Oita 097-534-4100

Miyazaki 〒880-8566 1-1, Beppu-cho, Miyazaki 0985-29-2131
Kagoshima 〒892-0816 13-10, Yamashita-cho, Kagoshima 099-226-0611

Naha 〒900-8578 1-15-15, Higawa, Naha 098-835-9200

As of December 2020 

List of Public Prosecutors Offices
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別紙３－３

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

1,121 1,104 1,231 1,105 252 566

令和３年度の活動項目別広報活動実施回数・人数

・模擬裁判
　一般人や学生等を対象に，裁判官，検察官，弁護人，被告人，証人等の役を割り振り，あらかじめ
用意された架空の事件について，実際の刑事裁判手続に則って審議を進め，判決に至るまで演じるも
の

・移動教室
  検察庁等において，検察庁職員が裁判員制度の説明を行うとともに検察活動の意義・役割について
の説明や質疑応答のほか，庁舎見学，広報ビデオの上映，模擬取調べなどを行うもの

・出前教室
　検察庁職員が学校等に出向いて，司法の役割，刑罰や刑事裁判の意義及び裁判員制度の説明を行う
とともに検察活動の意義・役割についての説明や質疑応答のほか，広報ビデオの上映などを行うもの

・講演会，説明会
　一般人や企業等を対象とし，検察庁職員が講師となり，裁判員制度や司法の役割，検察活動の意
義・役割について説明を行うほか，質疑応答や広報ビデオの上映などを行うもの

合　　計 566 16,921

イベントの実施・参加 26 598

その他 79 1,084

講演会・説明会 106 2,851

模擬裁判 68 1,791

出前・移動教室

実施回数（回）

287

参加人数（人）

10,597

○取組内容③
　広報活動の実施回数

指　　標

広報活動の実施回数（回）

活動項目別


